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アンケート
分　析

■　調査の概要
（１）調査名称：「教育に関するアンケート」
（２）調査対象：財団法人　経済広報センターに登録している社会広聴会員4,614名
（３）調査方法：郵送またはインターネットによる回答選択方式および自由記述方式
（４）調査期間：2003年8月8日～8月27日
（５）有効回答：3,591名（77.8％）

女性 60.8% 男性 39.2%

今
回
は
「
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
、

8
月
8
日
か
ら
8
月
27
日
に
か
け

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
。
有
効
回
答
者
数
は
3
5
9
1

名（
77
・
8
％
）だ
っ
た
。

「
家
庭
に
お
け
る
ル
ー
ル
の
教

育
や
親
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
頻

度
」、「
心
が
け
た
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
」
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
し
た
。

ま
た
、
学
校
に
お
け
る
人
間
性
の

形
成
に
関
し
て
、「
他
人
を
思
い

や
る
心
を
学
ぶ
場
と
し
て
学
校
は

機
能
し
て
い
る
か
」
と
い
っ
た
こ

と
や
、「
人
間
性
の
形
成
の
た
め

に
強
化
す
べ
き
こ
と
」
に
つ
い
て

も
聞
い
た
。

調
査
を
通
じ
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
減
少
」
や
「
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
が
上
手
に
図
れ
な
い
こ

と
の
ジ
レ
ン
マ
」
な
ど
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
ま
た
、
多
く
の
方
に

自
由
に
意
見
を
記
述
し
て
い
た
だ

い
た
が
、
そ
こ
か
ら
は
教
育
に
対

す
る
一
人
ひ
と
り
の
真
剣
な
思
い

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

性別

30歳代以下 
24.3%

50歳代 
19.0%

60歳代以上 
26.2%

40歳代 
30.4%

世代別

会社員など 
37.6%

公務員 2.8%
自営業 3.9%

自由業 3.2%パートタイム・アルバイト 
14.2%

無職 10.9%

専業主婦（夫） 
21.9%

その他 4.1%
学生 1.3%

職業別

「教育に関するアンケート」集計結果

社会広聴会員アンケート

減っている家庭でのスキンシップ

「教育に関するアンケート」集計結果

社会広聴会員アンケート

家
庭
で
ル
ー
ル
を
教
え
た
り
、
子
供
と
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
を
と
る
機
会
に
つ
い
て
ご
自
身

の
子
供
の
時
と
の
比
較
を
聞
い
た
。

全
体
の
75
・
4
％
が
「
減
っ
て
い
る
と
思

う
」
と
回
答
。「
増
え
て
い
る
と
思
う
」
と

の
回
答
は
、
わ
ず
か
、
10
・
1
％
で
あ
っ
た
。

世
代
別
の「
減
っ
て
い
る
と
思
う
」
と
い

う
回
答
は
、
20
歳
代
以
下
が
82
・
8
％
で

ト
ッ
プ
。
以
下
、60
歳
代
以
上
は
81
・
3
％
、

50
歳
代
は
77
・
1
％
と
、
い
ず
れ
の
世
代

で
も
低
下
を
指
摘
す
る
声
が
多
か
っ
た
。

小
学
校
入
学
前
ま
で
の
ル
ー
ル
や
規
則

の
教
育
に
つ
い
て
聞
い
た
。

「
教
え
る
こ
と
が
で
き
た
」（
十
分
に
教

え
る
こ
と
が
で
き
た
＋
あ
る
程
度
教
え
る

こ
と
が
で
き
た
）
と
の
回
答
は
、
全
体
の

79
・
2
％
で
あ
っ
た
。

「
教
え
る
こ
と
が
で
き
た
」（
十
分
に
教

え
る
こ
と
が
で
き
た
＋
あ
る
程
度
教
え
る

こ
と
が
で
き
た
）
の
世
代
別
回
答
で
最
も

高
か
っ
た
の
は
、
40
歳
代
の
84
・
1
％
。

一
方
、
最
も
低
か
っ
た
の
は
60
歳
代
の

71
・
4
％
で
あ
っ
た
。

「
十
分
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

最
も
多
く
回
答
し
た
の
は
50
歳
代
の

25
・
3
％
。
40
歳
代
、
60
歳
代
に
お
い
て

も
20
％
以
上
が
「
十
分
に
教
え
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
回
答
し
た
。

減っていると思う 
75.4%

分からない 
3.9%

無回答 
0.7% 増えていると思う 

10.1%

自分が子供の時と 
変わらない 
9.9%

全 体 

19.1

0.0

6.4

3.2

49.7

21.7

15.7

0.3

2.2

3.8

52.6

25.3

8.5

0.1

3.0

4.2

61.5

22.6

21.8

0.3

2.4

3.9

55.2

16.4

0 20 40 60 80

世代別比較 

全然 
教えることが 
できなかった 

あまり 
教えることが 
できなかった 

どちらとも 
いえない 

ある程度教える 
ことができた 

十分に教える 
ことができた 

無回答 

30歳代以下 
40歳代 
50歳代 
60歳代以上 

%

～家庭で規則を教え、子供とスキンシップをとる機会～

家
庭
で
規
則
を
教
え
、
子
供
と

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
る
か

1
―
75
・
4
％
が
減
っ
て
い
る
と
回
答
―

小
学
校
入
学
前
に
ル
ー
ル
や
規
則
を

教
え
る
こ
と
が
で
き
た
か

2―
40
歳
代
が
最
も
高
く
、
84
・
1
％
が

「
教
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
回
答
―

1.8

2.6

81.3

5.0

0.4

3.4

77.1

8.1

11.0

9.4

0.3

3.6

73.2

12.7

10.2

0.3

6.0

68.2

14.2

11.4

0.0

7.3

82.8

7.9

2.0

0 20 40 60 80 100

無回答 

分からない 

減っていると思う 

自分が子供の時 
と変わらない 

増えていると思う 

世代別比較 

20歳代以下 
30歳代 
40歳代 
50歳代 
60歳代以上 

％ 

71.4

77.9

84.1

71.6

65 70 75 80 85 90

60歳代以上 

50歳代 

40歳代 

30歳代以下 

十分に教えることが 
できた 
21.8%

ある程度教えることが 
できた 
57.4%

どちらとも 
いえない 
4.0%

あまり教えることが 
できなかった 
3.1%

全然教えることが 
できなかった 
0.2%

無回答 
13.5%

全 体 「教えることができた」世代別比較 

%

～小学校入学前にルールや規則を教えているか～
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小
学
校
入
学
前
の

ス
キ
ン
シ
ッ
プ

3
―
男
女
で
「
十
分
と
る
こ
と
が
で
き
た
」

に
11
・
6
ポ
イ
ン
ト
の
差
―

小
学
校
入
学
前
ま
で
の
子
供
と
の
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
聞
い
た
。

「
あ
る
程
度
と
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

い
う
回
答
は
全
体
の
48
・
3
％
。「
十
分
に

と
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
の
回
答
は
全
体

の
34
・
1
％
で
、
全
体
の
82
・
4
％
が
「
と

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
回
答
し
て
い
る
。

性
別
で
は
、「
十
分
に
と
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
回
答
し
た
女
性
が
37
・
9
％
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
男
性
は
26
・
3
％
で

あ
っ
た
。
男
女
で
11
・
6
ポ
イ
ン
ト
の
差

が
あ
っ
た
。

世
代
別
で
は
50
歳
代
の
40
・
4
％
、
40

歳
代
の
38
・
2
％
が
「
十
分
に
と
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
回
答
し
た
。
現
在
子
育
て

中
で
あ
ろ
う
と
想
定
さ
れ
る
30
歳
代
以
下

は
23
・
9
％
で
あ
り
、
40
歳
代
に
比
べ
約

15
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
。

心
が
け
て
取
り
組
ん
だ
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

の
内
容
に
つ
い
て
聞
い
た
。

「
毎
日
、
必
ず
会
話
を
す
る
」
が
50
・
8
％

で
ト
ッ
プ
。
次
い
で
「
食
事
を
一
緒
に
す

る
」（
46
・
8
％
）、「
毎
晩
、
本
を
読
ん
で

あ
げ
る
」（
32
・
0
％
）
と
続
く
。

男
女
で
は
、「
毎
日
、
必
ず
会
話
を
す

る
」
と
「
食
事
を
一
緒
に
す
る
」
が
と
も

に
上
位
2
位
を
占
め
て
い
る
が
、
男
性
で

は
3
番
目
に
「
公
園
で
遊
ぶ
」（
39
・
0
％
）、

女
性
で
は
「
毎
晩
、
本
を
読
ん
で
あ
げ
る
」

（
40
・
6
％
）
が
入
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

が
表
れ
た
。

世
代
別
で
も
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
特
徴
が

良
く
表
れ
た
。「
一
日
に
一
回
は
、
抱
き

し
め
る
」
と
回
答
し
た
30
歳
代
以
下
は

31
・
2
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
60
歳
代

以
上
は
7
・
0
％
で
あ
り
、
24
・
2
ポ
イ
ン

ト
の
開
き
が
あ
っ
た
。
ま
た
、「
食
事
を

一
緒
に
す
る
」
と
回
答
し
た
30
歳
代
以
下

は
37
・
7
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
60
歳

代
以
上
は
58
・
8
％
と
、
21
・
1
ポ
イ
ン
ト

の
差
が
あ
っ
た
。

7.9

0.2

3.5

3.8

46.7

37.9

7.4

7.4

7.2

51.6

26.3

7.8

0.1

4.8

4.9

48.3

34.1

0.0

0 10 20 30 40 50 60

15.9

0.0

5.1

6.4

51.0

21.7

3.8

0.0

4.5

4.8

46.5

40.4

2.5

0.0

4.7

5.0

49.7

38.2

21.2

0.6

5.1

4.2

45.1

23.9

0 10 20 30 40 50 60
% %

無回答 

全然 
とることが 

できなかった 

あまり 
とることが 

できなかった 

どちらとも 
いえない 

ある程度 
とることが 

できた 

十分に 
とることが 

できた 

無回答 

全然 
とることが 

できなかった 

あまり 
とることが 

できなかった 

どちらとも 
いえない 

ある程度 
とることが 

できた 

十分に 
とることが 

できた 

全体 
男性 
女性 

30歳代以下 
40歳代 
50歳代 
60歳代以上 

全体・性別比較 世代別比較 

5.0

47.8

49.3

25.1

8.5

40.6

21.3

6.7

44.5

54.0

39.0

21.2

12.6

16.9

5.5

46.8

50.8

29.4

12.4

32.0

19.9

0 10 20 30 40 50 60

8.8

58.8

52.6

19.3

21.1

23.7

7.0

7.4

53.5

47.2

25.5

11.8

36.5

16.6

4.6

45.4

51.1

32.9

11.3

32.3

19.7

4.3

52.8

27.3

12.6

29.9

31.2

37.7

0 10 20 30 40 50 60 70
%%

その他 

食事を 
一緒にする 

毎日、必ず 
会話をする 

公園で遊ぶ 

一緒に 
散歩に行く 

毎晩、本を 
読んであげる 

一日に一回は 
抱きしめる 

その他 

食事を 
一緒にする 

毎日、必ず 
会話をする 

公園で遊ぶ 

一緒に 
散歩に行く 

毎晩、本を 
んであげる 

一日に一回は 
抱きしめる 

全体・性別比較 世代別比較 

全体 

男性 

女性 

30歳代以下 

40歳代 

50歳代 

60歳代以上 

～どんなスキンシップを心がけたか～

ど
ん
な
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を

心
が
け
た
か

4―
世
代
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
内
容
に

大
き
な
特
徴
―

～小学校入学前のスキンシップ～
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
聞
い
た
。

「
食
事
を
一
緒
に
す
る
」
が
38
・
3
％
で

ト
ッ
プ
。「
一
日
に
一
回
は
抱
き
し
め
る
」

（
33
・
3
％
）、「
毎
晩
、
本
を
読
ん
で
あ
げ

る
」（
32
・
1
％
）
と
続
く
。

男
女
別
で
は
、「
食
事
を
一
緒
に
す
る
」

が
男
性
の
ト
ッ
プ
（
62
・
5
％
）。
女
性
の

ト
ッ
プ
は
「
一
日
に
一
回
は
抱
き
し
め
る
」

（
36
・
6
％
）
だ
っ
た
。

学
校
が
「
他
人
を
思
い
や
る
心
」
な
ど

を
学
ぶ
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
か
に
つ

い
て
聞
い
た
。

「
機
能
し
て
い
る
」（
十
分
機
能
し
て
い

る
＋
あ
る
程
度
機
能
し
て
い
る
）
と
の
回

答
は
47
％
で
あ
り
、「
機
能
し
て
い
な
い
」

（
あ
ま
り
機
能
し
て
い
な
い
＋
全
く
機
能

し
て
い
な
い
）
の
35
・
2
％
を
11
・
8
ポ
イ

ン
ト
上
回
っ
た
。

世
代
別
で
は
50
歳
代
、
60
歳
代
以
上
と

世
代
が
高
く
な
る
ほ
ど
「
あ
る
程
度
機
能

し
て
い
る
」
と
の
回
答
は
低
く
な
り
、

「
あ
ま
り
機
能
し
て
い
な
い
」
の
回
答
が

高
く
な
っ
た
。
60
歳
代
以
上
で
は
、「
あ

ま
り
機
能
し
て
い
な
い
」
が
「
あ
る
程
度

機
能
し
て
い
る
」
を
8
・
5
ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
た
。

学
校
は
「
他
人
を
思
い
や
る
心
」

な
ど
を
身
に
つ
け
る
場
と
し
て

機
能
し
て
い
る
か

6―
「
機
能
し
て
い
る
」
と
全
体
の
47
％
が

回
答
―

全く機能していない 
3.3%

あまり 
機能していない 
31.9%

どちらとも 
いえない 
17.6%

ある程度、 
機能している 
44.9%

十分機能している 
2.1%

無回答 
0.3%

全 体 

0.4

4.3

43.3

15.9

34.8

1.4

0.6

3.4

35.2

15.8

44.0

1.0

0.3

3.1

25.1

18.0

51.3

2.2

0.0

2.3

25.4

20.2

48.6

3.6

0 10 20 30 40 50 60

無回答 

全く 
機能していない 

あまり 
機能していない 

どちらとも 
いえない 

ある程度、 
機能している 

十分 
機能している 

30歳代以下 

40歳代 

50歳代 

60歳代以上 

世代別比較 

％ 

～学校は「他人を思いやる心」などを身に
つける場として機能しているか～

実
践
で
き
な
か
っ
た

ス
キ
ン
シ
ッ
プ

5
―
男
性
は
「
食
事
を
一
緒
に
す
る
」、
女

性
は
「
一
日
に
一
回
は
抱
き
し
め
る
」
―

14.6

14.6

17.1

31.7

22.0

31.7

36.6

2.5

62.5

32.5

15.0

10.0

32.5

30.0

8.6

38.3

24.7

23.5

16.0

32.1

33.3

0 10 20 30 40 50 60 70
％ 

その他 

食事を一緒にする 

毎日、必ず会話をする 

公園で遊ぶ 

一緒に散歩に行く 

毎晩、本を読んであげる 

一日一回は抱きしめる 

全体 

男性 

女性 

全体・世代別比較 

～実践できなかったスキンシップ～
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前
問
で
学
校
が
「
他
人
を
思
い
や
る
心
」

を
学
ぶ
場
と
し
て
「
機
能
し
て
い
な
い
」

と
回
答
し
た
方
に
、
ど
こ
が
そ
の
役
割
を

果
た
す
べ
き
か
を
聞
い
た
。

「
家
庭
」
が
44
％
で
第
1
位
、
次
い
で

「
学
校
」（
31
・
2
％
）
で
あ
っ
た
。
前
問

で
学
校
が
「
他
人
を
思
い
や
る
心
」
を
形

成
す
る
場
と
し
て
機
能
し
て
い
な
い
と
回

答
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
も
「
学

校
」
に
期
待
す
る
と
い
う
回
答
が
30
％
を

超
え
た
。

世
代
別
で
は
、
30
歳
代
以
下
と
40
歳
代

は
「
学
校
」
が
「
家
庭
」
を
上
回
っ
て
い
る

が
、
50
歳
代
と
60
歳
代
以
上
で
は
「
家
庭
」

が
「
学
校
」
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

就
学
者
の
有
無
で
は
、
就
学
者
あ
り

の
回
答
は
「
家
庭
」
と
「
学
校
」
で
は
そ
れ

ほ
ど
差
が
出
な
か
っ
た
が
、
就
学
者
な
し

は
「
家
庭
」
が
「
学
校
」
よ
り
重
要
と
考
え

る
ほ
う
が
、
24
・
3
ポ
イ
ン
ト
多
か
っ
た
。

「
ゆ
と
り
教
育
」
が
人
間
性
の
形
成
に

役
立
っ
て
い
る
と
思
う
か
聞
い
た
。

全
体
の
43
・
3
％
が
「
あ
ま
り
役
立
っ

て
い
る
と
思
わ
な
い
」
と
回
答
し
た
。

「
役
立
っ
て
い
る
と
思
う
」（
大
変
役
立

っ
て
い
る
＋
あ
る
程
度
役
立
っ
て
い
る
）

の
割
合
は
、
50
歳
代
で
17
・
6
％
、
60
歳

代
以
上
で
24
・
9
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

30
歳
代
以
下
で
は
12
・
3
％
、
40
歳
代
で

は
10
・
6
％
と
評
価
が
低
か
っ
た
。

24.9

17.6

10.6

12.3

0 5 10 15 20 25 30

全く役立っていると 
思わない 
12.2%

あまり役立って 
いると思わない 
43.3%

無回答 
0.6%

大変役立っていると思う 
1.3% ある程度 

役立っていると思う 
14.8%

どちらとも 
いえない 
27.8%

全 体 「役立っていると思う」世代別比較 

60歳代以上 

50歳代 

40歳代 

30歳代以下 

%

「
他
人
を
思
い
や
る
心
」
を

形
成
す
る
場

7
―
30
歳
代
以
下
と
40
歳
代
は
「
学
校
」、
50

歳
代
と
60
歳
代
以
上
は
「
家
庭
」
を
重
視
―

0.4

4.3

23.5

5.4

12.5

53.9

0.8

6.5

27.4

5.3

12.9

47.1

1.0

3.6

40.6

5.2

18.2

31.5

0.4

5.0

38.2

6.6

12.0

37.8

0 10 20 30 40 50 60

0.5

0.9

0.7

0.0

0.6

1.1

5.1

5.1

5.3

2.2

5.2

5.3

26.0

38.6

33.8

5.6

5.1

5.3

2.2

5.2

4.2

12.5

16.3

19.2

16.3

14.8

14.7

50.3

34.0

35.8

36.3

31.6

33.7

41.1

42.6

43.0

0 10 20 30 40 50 60

無回答 

その他 

学校 

ボーイスカウト 
などのサークル活動 

地域の 
コミュニティー 

家庭 

就学者なし 

大学・大学院 
／専門学校 

高校生 

中学生 

小学生 

幼稚園 
(保育園） 

30歳代以下 

40歳代 

50歳代 

60歳代以上 

家庭 

地域のコミュニティー 

 

学校 

その他 

無回答 

ボーイスカウトなどの 
サークル活動 

就学の有無による比較 世代別比較 

％ ％ 

その他 4.7% 無回答 0.6%

学校 
31.2%

ボーイスカウトなどの 
サークル活動 
5.6% 地域のコミュニティー 13.9%

家庭 
44.0%

全 体 

人
間
性
の
形
成
に
お
け
る

「
ゆ
と
り
教
育
」
の
役
割

8
―
43
・
3
％
が
「
あ
ま
り
役
立
っ
て
い
る

と
思
わ
な
い
」
と
回
答
―

～人間性の形成における「ゆとり教育」の役割～

～「他人を思いやる心」を形成する場～

学
校
で
人
間
性
の
形
成
の
た
め
に
充

実
・
強
化
す
べ
き
こ
と
を
聞
い
た
。

「
同
い
年
だ
け
で
な
く
、
年
上
・
年
下

と
接
す
る
活
動
場
所
の
提
供
」
が
第
1
位

で
75
・
3
％
で
あ
っ
た
。
次
い
で
「
自
然

や
動
物
と
触
れ
合
う
機
会
の
提
供
」

（
49
・
9
％
）、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

（
47
・
9
％
）
と
続
い
た
。

（
文
責
　
専
門
研
究
員
　
山
田
俊
彦
）

―
家
庭
で
ル
ー
ル
を
教
え
た
り
、
親
と

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
と
る
機
会
が
大
き
く

減
っ
て
い
ま
す
が
。

家
庭
の
「
教
育
力
」
低
下
が
原
因
で

す
。
2
〜
3
歳
の
頃
に
「
危
な
い
」、「
熱

い
」
と
い
う
定●

義●

を
教
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
後
、「
人
の
迷
惑
に
な
る

こ
と
を
し
な
い
」、「
ウ
ソ
を
つ
か
な
い
」、

「
弱
い
も
の
い
じ
め
を
し
な
い
」
と
い
う

ル●

ー
ル●

を
教
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
と
こ
ろ
が
、
家
庭
の
教
育
力
低
下

で
、
何
も
教
え
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、

小
学
校
に
入
っ
て
も
席
に
座
っ
て
い
ら

れ
な
い
。
こ
れ
を
「
一
年
生
プ
ロ
ブ
レ

ム
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
表
現
は
悪
い

で
す
が
、
大
人
に
な
り
き
れ
て
い
な
い

人
が
子
供
を
産
ん
で
、
社
会
常
識
に
あ

っ
た
教
育
が
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て

い
ま
す
。

―
「
毎
日
、
必
ず
会
話
を
す
る
」
な
ど

の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
に
心
が
け
て
い
る
と

の
回
答
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
に
行
っ
た
興
味
深
い
調
査

が
あ
り
ま
す
。
テ

レ
ビ
を
つ
け
た
ま

ま
会
話
を
し
た
場

合
、
親
は
会
話
を

し
た
と
考
え
て
い

て
も
、
子
供
た
ち

は
テ
レ
ビ
を
観
て

い
た
と
し
か
思
っ

て
お
ら
ず
、
双
方

の
認
識
に
差
が
あ

り
ま
す
。「
朝
食
を

一
緒
に
食
べ
る
」
、

「
お
手
伝
い
を
さ
せ
る
」、「
お
風
呂
に

一
緒
に
入
る
」。
こ
の
3
つ
で
か
な
り

の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
図
れ
ま
す
。
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
を
す
る
よ
り
も
、
叱
る
方
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

本
を
読
ん
で
あ
げ
る
こ
と
も
、
と
て
も

良
い
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で
す
。
小
さ
い
時

に
本
を
読
み
聞
か
せ
ら
れ
た
子
は
、
基

礎
学
力
が
良
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
親
か
ら
子
供
へ
の
最
高
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
で
す
。

―
先
生
へ
の
注
文
も
増
え
て
い
ま
す
。

教
育
者
の
基
本
で
あ
る
「
子
供
た
ち

の
目
を
見
て
話
す
」、「
的
確
な
指
示
を

出
す
」
と
い
っ
た
こ
と
が
で
き
な
い
先

生
が
増
え
て
い
ま
す
。
大
学
の
教
育
学

部
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。
教
師
に
求
め

ら
れ
る
技
術
、
技
能
を
教
え
て
い
な
い
。

実
践
的
な
こ
と
を
何
一
つ
学
ば
な
い
で

教
壇
に
立
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
教
え

ら
れ
る
大
学
教
授
が
い
な
い
点
も
問
題

で
す
。

（
聞
き
手：

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
　
　
）

国
内
広
報
部
部
長
代
理
　
佐
桑
　
徹
）

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
専
門
家
は
ど
う
み
る
の
か
。

小
学
校
の
元
教
員
で
、
千
葉

大
学
教
育
学
部
非
常
勤
講
師

の
向
山

む
こ
う
や
ま

洋
一

よ
う
い
ち

氏
に
聞
い
た
。

人
間
性
の
形
成
の
た
め
に

強
化
す
べ
き
こ
と

9
―
第
1
位
は「
同
い
年
だ
け
で
な
く
、
年

上
・
年
下
と
接
す
る
活
動
場
所
の
提
供
」
―

4.1

25.7

22.8

38.1

26.2

47.9
75.3

49.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

その他 

部活動 

文化・芸術体験 

勤労体験 

林間学校などの集団宿泊体験 

ボランティア活動 

同い年だけでなく、 
年上・年下と接する活動場所の提供 

自然や動植物と触れ合う機会の提供 

％ 

～人間性の形成のために強化すべきこと～
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新
聞
記
者
に
な
っ
て
30
年
以
上
に
な

り
ま
す
が
、
教
育
問
題
に
本
格
的
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
関
西
か

ら
東
京
社
会
部
に
異
動
に
な
っ
た
20
年

ほ
ど
前
か
ら
の
こ
と
で
す
。
社
会
部
で

は
旧
文
部
省
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
、

引
き
続
き
臨
時
教
育
審
議
会
を
取
材
し

ま
し
た
。
社
会
部
で
都
合
10
年
、
教
育

問
題
を
現
場
か
ら
取
材
し
つ
づ
け
ま
し

た
。
社
会
部
時
代
の
仕
事
で
印
象
深
い

の
は
、
葬
式
ご
っ
こ
で
自
殺
し
、
世
間

の
注
目
を
浴
び
た
1
9
8
6
年
の
「
鹿

川
君
い
じ
め
事
件
」
な
ど
一
連
の
い
じ

め
問
題
で
す
。
現
在
は
論
説
の
仕
事
を

や
っ
て
い
ま
す
が
、
相
変
わ
ら
ず
教
育

を
中
心
に
記
事
を
書
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
教
育
と
の
関
わ
り
か
ら
、
今

一
番
感
じ
て
い
る
の
は
、
子
供
が
育
つ
環

境
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
社
会
シ
ス
テ
ム
の
柱
で

あ
る
教
育
も
転
換
期
に
あ
り
、
ひ
ず
み
や

ゆ
が
み
が
表
面
化
し
て
き
て
い
る
。
閉
塞

状
況
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
う
し
た
問
題
が

表
面
化
し
て
、
随
分
時
間
が
た
ち
ま
す
が
、

ま
だ
方
向
性
が
見
出
せ
て
い
ま
せ
ん
。
日

本
自
体
も
い
ろ
い
ろ
な
面
で
転
換
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
時
に
い
か
に
対
応

で
き
る
か
で
、
国
の
将
来
も
変
わ
っ
て
き

頻
発
す
る
少
年
事
件

8

識者と語る論談倶楽部

毎日新聞社

論説副委員長 瀬戸
せ と

純一
じゅんいち

氏

9月24日、毎日新聞社論説副委員長の瀬戸純一氏を

招き、「子供の育ちの環境をめぐって」をテーマに、

第19回「識者と語る論談倶楽部」を開催した。

いじめ事件や旧文部省など数多くの現場を取材して

きた視点から、今の子供たちを取り巻く環境の変化や、

子供たちの教育に本当に必要なことなどを、多くの事

例やデータを挙げて詳しくお話しいただいた。

「子供の育ちの
「環境をめぐって」

せと　じゅんいち

1948年 仙台市生まれ

1971年 毎日新聞社入社。

阪神支局、大阪社会部、東京社会部で、大阪府警、

東京都庁、文部省などを担当。

東京社会部デスクなどを経て、1995年から論説委員。

主に教育、メディアなどを担当。

02年から論説副委員長。

ま
す
。
学
校
も
変
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
意
味

で
、
と
て
も
大
事
な
時
期
と
い
え
ま
す
。

1
9
8
0
年
代
、
と
く
に
半
ば
以
降
、
教

育
の
荒
廃
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
出
し
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
い
じ
め
、
校
内
暴

力
、
不
登
校
、
高
校
中
退
、
学
級
崩
壊
、
勉

強
し
な
い
大
学
生
な
ど
、
様
々
な
現
象
と

な
っ
て
現
れ
ま
し
た
。
引
き
こ
も
り
の
問

題
も
出
て
き
ま
し
た
。
20
歳
代
を
す
ぎ
て

か
ら
、
引
き
こ
も
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
昭

和
の
終
わ
り
頃
、
新
聞
の
連
載
企
画
で
引

き
こ
も
り
を
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
、
全
国
で
1
万
人
が
引
き
こ
も

り
で
あ
る
と
一
面
ト
ッ
プ
の
記
事
に
し
た

と
こ
ろ
、
大
変
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
今
1
0
0
万
人
に
も
達
し
た
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
引
き
こ
も
り
も
、

今
の
日
本
を
象
徴
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

鹿
川
君
の
い
じ
め
事
件
は
、
み
な
さ

ん
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

1
9
8
6
年
2
月
に
葬
式
ご
っ
こ
の
「
鹿

川
君
い
じ
め
事
件
」
が
あ
り
、
1
9
9
4

年
11
月
に
は
愛
知
県
西
尾
市
で
、
大
河
内

清
輝
君
が
1
0
0
万
円
以
上
取
ら
れ
る
事

件
も
起
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
い
じ
め
は

陰
湿
で
、
外
か
ら
見
て
い
て
も
分
か
り
に

く
い
も
の
で
す
。

神
戸
の
酒
鬼
薔
薇
事
件
も
衝
撃
的
で
し

た
。
栃
木
県
の
中
学
生
が
女
の
先
生
を
ナ

イ
フ
で
刺
し
殺
す
事
件
も
あ
り
ま
し
た
。

西
鉄
高
速
バ
ス
の
乗
っ
取
り
犯
も
17
歳
の

少
年
だ
っ
た
。
愛
知
県
で
は
、
高
校
生
が

ま
っ
た
く
見
も
知
ら
な
い
家
の
お
ば
あ
さ

ん
を
刺
殺
し
た
。
こ
の
後
も
た
く
さ
ん
の

事
件
が
起
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
長
崎

の
幼
児
殺
害
事
件
が
あ
り
ま
す
。
埼
玉
県

で
は
15
歳
と
16
歳
の
少
年
少
女
が
関
係
し

た
殺
人
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
事
件
を
見
る
と
、
今
の
社

会
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
と

感
じ
ま
す
。
子
供
た
ち
を
見
て
い
る
と
、

心
配
に
な
る
。
す
ぐ
キ
レ
ル
子
供
。
我
慢

で
き
な
い
子
供
。
公
徳
心
が
な
っ
て
い
な

い
。
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
と
い
う
ミ
ー
イ

ズ
ム
。
茶
髪
に
ピ
ア
ス
の
女
子
高
生
が
、

制
服
の
ま
ま
地
べ
た
に
座
り
こ
ん
で
、
タ

バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
ど
う
な

っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
と
、
世
の
中
全

体
が
心
配
し
て
い
る
と
思
う
。

一
方
、
学
力
低
下
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
今
の
子
供
た
ち

に
は
良
い
と
こ
ろ
が
全
然
な
い
、
ど
う
し

よ
う
も
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か

し
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
の
で
す
。
確
か
に

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
件
が
起
こ
っ
て
い
ま
す

が
、
圧
倒
的
多
数
の
子
供
は
普
通
の
子
な

の
で
す
。
こ
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
い
た

だ
き
た
い
。
こ
の
中
で
長
崎
の
幼
児
殺
害

事
件
な
ど
は
、
特
異
な
ケ
ー
ス
だ
と
思
い

ま
す
。
性
的
な
事
件
は
判
断
が
非
常
に
難

し
く
、
一
概
に
皆
が
こ
う
だ
と
は
言
え
ま

せ
ん
。

少
年
犯
罪
が
い
ろ
い
ろ
と
起
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
今
が
飛
び
抜
け
て
多
い
わ

け
で
は
な
い
の
で
す
。
少
年
犯
罪
に
は
戦

後
4
つ
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
ま
し
た
。
第
1

の
ピ
ー
ク
は
1
9
5
1
年
。
戦
争
で
被
災

し
、ま
だ
立
ち
直
り
か
け
て
い
る
頃
で
す
。

こ
の
年
の
少
年
の
刑
法
犯
罪
は
16
万
件
あ

り
ま
し
た
。
第
2
の
ピ
ー
ク
は
1
9
6
4

年
で
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
し
た
。

高
度
経
済
成
長
真
っ
只
中
で
、
少
年
の
刑

法
犯
罪
は
24
万
件
に
達
し
ま
し
た
。
高
度

成
長
の
負
の
部
分
と
い
っ
て
よ
い
。
第
3

の
ピ
ー
ク
は
1
9
8
3
年
で
し
た
。
こ
の

年
、
少
年
の
刑
法
犯
罪
は
31
万
件
で
、
そ

れ
ま
で
の
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
の

時
期
、
学
校
や
子
供
が
大
き
く
変
化
し
た

こ
と
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
と
き
の
分
析
と
し
て
は
、
家

庭
や
地
域
社
会
の
く
く
り
が
弱
く
な
り
、

機
能
が
低
下
し
た
と
こ
ろ
に
原
因
が
あ

る
と
さ
れ
ま
し
た
。
1
9
8
3
年
を
境

に
少
年
犯
罪
の
数
は
減
少
し
て
き
ま
し

た
が
、
1
9
9
6
年
か
ら
反
転
し
、
1

9
9
7
年
は
21
万
件
、
1
9
9
8
年
は
22

万
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
危
険
ラ
イ
ン
に

あ
る
と
も
い
え
、
警
察
は
第
4
の
ピ
ー
ク

を
心
配
し
て
い
る
状
況
で
す
。

第
4
の
ピ
ー
ク
と
い
う
か
、
現
在
の
少

年
犯
罪
の
特
徴
は
、
そ
れ
ま
で
兆
候
が
見

ら
れ
な
か
っ
た
少
年
が
、
い
き
な
り
犯
罪

を
起
こ
す
「
い
き
な
り
型
」
と
か
、「
お

や
じ
狩
り
」
な
ど
が
増
え
た
こ
と
で
す
。

「
お
や
じ
狩
り
」
と
い
う
の
は
少
年
た
ち

の
命
名
で
す
。
こ
う
し
た
事
件
が
セ
ン

セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の

で
す
か
ら
、
凶
暴
な
犯
罪
が
目
立
っ
て
増

え
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
か
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
中
学
生
の
殺
人
は
昔

か
ら
あ
り
ま
し
た
。昔
の
子
供
が
良
く
て
、

今
の
子
供
が
ダ
メ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

の
で
す
。
東
大
大
学
院
の
広
田
照
幸
助
教

授
も『
日
本
人
の
し
つ
け
は
衰
退
し
た
か
』

と
い
う
本
の
中
で
、
昔
は
き
ち
ん
と
し
て

い
た
が
、
今
は
ダ
メ
だ
と
は
結
論
付
け
ら

れ
な
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
昔
も
躾
の
な

っ
て
い
な
い
子
供
は
い
た
。
今
も
昔
も
変

わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
近
の
事

件
だ
け
を
見
て
、
短
絡
的
に
結
論
付
け
て

は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
、
今
の
子
供
は
い
ろ
い
ろ
な
面
で

厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
認

識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学
校
で
も
家

庭
で
も
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
生
き
て

い
く
の
が
大
変
な
状
況
な
の
で
す
。
子
供

が
い
ろ
い
ろ
と
大
変
だ
と
い
う
こ
と
を
、

い
く
つ
か
の
デ
ー
タ
で
紹
介
し
ま
す
。

子
供
に
異
変
が
起
き
て
い
る

躾
が
で
き
て
い
な
い
の
か
？
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ま
ず
、
体
に
異
変
が
起
き
て
い
る
。
衰

退
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
文
部
科

学
省
が
、
基
礎
的
な
体
力
な
ど
を
測
る
た

め
に
実
施
し
て
い
る
「
体
力
・
運
動
能
力

調
査
」
が
あ
り
ま
す
。
50
m
走
や
懸
垂
な

ど
を
行
う
の
で
す
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、

10
年
前
と
比
べ
て
体
力
・
運
動
能
力
が
歴

然
と
下
が
っ
て
い
る
。
10
歳
で
比
較
す
る

と
、
10
年
前
の
70
％
の
レ
ベ
ル
し
か
な
く

な
っ
て
い
る
。

心
に
も
異
変
が
起
き
て
い
ま
す
。
現
在

の
子
供
た
ち
は
、
心
に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て

い
る
。
心
因
性
の
難
聴
、
睡
眠
障
害
な
ど

の
相
談
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
子
供

専
用
の
心
因
性
内
科
が
で
き
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
過
食
症
、
拒
食
症
、
小
児
成

人
病
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
の

原
因
と
し
て
、
生
活
習
慣
が
乱
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
朝
食

を
家
で
食
べ
な
か
っ
た
り
、
独
り
で
食
事
を

す
る
孤
食
な
ど
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
塾

や
両
親
が
共
働
き
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
理
由

が
あ
る
。
週
の
3
分
の
1
は
孤
食
と
い
う

調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
学
校
給

食
廃
止
論
が
声
高
に
叫
ば
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
現
在
で
は
給
食
ぐ
ら
い
し
か

十
分
な
栄
養
を
摂
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
は
毎
年
、
教
育
白
書
を
出

し
て
い
ま
す
。
平
成
10
年
版
の
教
育
白
書

に
よ
る
と
、
今
の
子
供
の
80
％
が
イ
ラ
イ

ラ
、
ム
シ
ャ
ク
シ
ャ
し
て
い
る
。
小
学
生

の
55
％
、中
学
生
の
78
％
が
不
安
を
感
じ
、

小
学
2
年
生
の
33
％
、
中
学
2
年
生
の

66
％
が
疲
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
異
様
な
数

字
で
す
。
私
は
取
材
で
外
国
に
行
く
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
と
き
ど
き
現
地
の
子

供
た
ち
に
向
か
っ
て
、
疲
れ
て
い
る
か
と

質
問
す
る
と
、
何
て
変
な
質
問
を
す
る
の

だ
ろ
う
と
ポ
カ
ン
と
す
る
。
子
供
が
疲
れ

て
い
る
わ
け
が
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

表
情
で
す
。

2
0
0
2
年
5
月
に
（
財
）
日
本
青
少

年
研
究
所
が
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国

の
高
校
生
を
対
象
に
意
識
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
も
対
照
的
で
す
。
い

く
つ
か
の
項
目
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
ち

な
み
に
、（

）
内
の
数
字
は
10
年
前
の

調
査
の
時
の
も
の
で
す
。

Q
自
分
が
ダ
メ
な
人
間
だ
と
思
っ
た
こ

と
が
あ
る
。

日
本
73
％
（
58
％
）、
ア
メ
リ
カ
48
％
、

中
国
36
・
9
％

Q
自
分
に
あ
ま
り
誇
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

日
本
52
％
（
33
％
）、
ア
メ
リ
カ
23
％
、

中
国
23
％

Q
私
は
人
並
み
の
能
力
が
あ
る
と
思
う
。

日
本
58
％
（
65
％
）、
ア
メ
リ
カ
91
・

4
％
、
中
国
93
・
9
％

Q
全
体
と
し
て
今
の
自
分
に
満
足
し
て

い
る
。

日
本
38
％
（
28
％
）、
ア
メ
リ
カ
84
％
、

中
国
65
％

こ
の
結
果
か
ら
、
今
の
日
本
の
高
校
生

は
自
分
に
誇
り
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
自
分
を
ダ
メ
だ
と
思
っ
て

い
る
者
が
多
く
、
何
の
た
め
に
勉
強
す
る

の
か
が
見
出
せ
な
く
な
っ
て
い
る
。
作
家

の
村
上
龍
さ
ん
は
、「
今
の
日
本
の
子
供

た
ち
に
は
す
べ
て
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

な
い
の
は
希
望
だ
け
だ
」
と
言
っ
て
い
ま

す
。
な
ぜ
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
結
局
は
大
人
社
会

の
反
映
な
の
で
し
ょ
う
。
大
人
社
会
が
時

代
の
変
化
に
対
応
で
き
ず
に
、
苦
労
し
て

い
る
。
個
人
の
利
害
得
失
を
優
先
し
て
、

責
任
感
は
な
い
。
利
便
性
や
モ
ノ
・
カ
ネ

な
ど
の
物
質
的
快
楽
だ
け
を
求
め
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
人
社
会
の
モ
ラ
ル

の
低
下
が
問
題
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

80
年
代
の
日
本
は
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。
こ
れ
と
パ
ラ
レ
ル
な

動
き
と
し
て
、
社
会
全
体
の
モ
ラ
ル
も
低

下
し
て
き
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
経
済
大
国
化
は
プ
ラ
ス
の
面
も

あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
同
時
に
発
生
し
た
マ

イ
ナ
ス
の
面
も
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

今
ま
で
の
教
育
は
モ
デ
ル
、
手
本
を
追

い
か
け
る
こ
と
が
大
切
で
し
た
。
あ
ら
か

じ
め
決
め
ら
れ
た
正
解
を
暗
記
し
た
り
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
ゴ
ー
ル
は
大
学

で
す
。
一
流
大
学
に
入
れ
ば
、
そ
れ
で
終

わ
り
。
大
学
生
の
勉
強
時
間
を
国
際
比
較

す
る
と
、
日
本
は
圧
倒
的
に
少
な
い
。
小

学
生
よ
り
少
な
い
。
こ
れ
は
大
学
生
に
勉

強
し
た
い
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
な

い
か
ら
で
す
。
試
験
を
ク
リ
ア
す
る
た
め

だ
け
の
勉
強
に
な
っ
て
い
る
。
勉
強
す
る

意
欲
を
見
つ
け
出
す
の
が
難
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
部
に
い
た
時
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事

件
を
取
材
し
ま
し
た
。
あ
る
有
名
私
立
高

校
生
が
オ
ウ
ム
真
理
教
に
入
り
た
い
と
言

い
出
し
た
。
こ
れ
に
父
親
が
説
得
す
る
ん

考
え
る
力
が
な
く
な
っ
て
い
る
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自
信
を
持
て
な
い
子
供
た
ち

で
す
ね
。「
い
い
会
社
に
入
れ
」
と
。
そ

う
す
る
と
息
子
が
「
な
ぜ
い
い
大
学
、
い

い
会
社
に
入
れ
ば
い
い
の
」
と
問
い
返
す

の
で
す
。
そ
れ
に
対
す
る
父
親
の
答
え
は

「
卒
業
し
て
か
ら
同
窓
会
で
自
慢
で
き
る
」

だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
答
え
を
聞
い
て
、

息
子
さ
ん
は
結
局
オ
ウ
ム
に
入
っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
う
い
う
こ
と
が
当
時
、
あ
ち
こ

ち
で
起
き
ま
し
た
。
何
の
た
め
に
勉
強
す

る
の
か
と
い
う
子
供
た
ち
の
疑
問
に
、
親

が
し
っ
か
り
答
え
ら
れ
る
論
理
を
持
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
。

現
在
、
教
育
の
世
界
で
一
番
大
き
な
問

題
は
、
学
力
の
低
下
で
す
。
考
え
る
力
が

な
い
、
勉
強
す
る
意
欲
が
な
い
こ
と
が
、

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
理
科
、

数
学
を
中
心
に
5
年
に
1
度
、
学
力
に
関

す
る
国
際
比
較
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
の
成
績
を
見
る
と
、
大
昔
は
日
本

は
1
番
だ
っ
た
。
最
近
で
も
そ
ん
な
に
悪

く
な
い
。
試
験
を
受
け
た
各
国
の
子
供
た

ち
に
、「
理
科
や
数
学
が
好
き
か
」
と
尋

ね
る
と
、
成
績
の
悪
い
国
の
子
供
た
ち
の

ほ
う
が
「
は
い
」
と
答
え
る
の
で
す
。
日

本
は
成
績
が
良
い
の
で
す
が
、「
い
い
え
」

と
答
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
試
験
が
終

わ
る
と
、
中
身
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
さ
に
剥
落
す
る
学
力
で
す
。

小
平
邦
彦
さ
ん
と
い
う
数
学
の
先
生
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
数
学
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
で
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ズ
賞
を
受
賞
し
た

東
大
の
先
生
で
す
が
、
こ
の
先
生
は
す
で

に
10
数
年
前
に
学
生
に
学
力
が
な
い
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
い
う

学
力
と
は
、
考
え
る
力
の
こ
と
で
す
。
あ

る
時
、
小
平
先
生
が
中
学
の
入
試
問
題
に

挑
戦
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

算
数
の
問
題
が
解
け
な
か
っ
た
。
小
平
先

生
は
「
訓
練
し
て
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
身
に

つ
け
る
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
は
猿
回
し
が

猿
に
芸
を
し
こ
む
の
と
同
じ
だ
。
本
当
の

学
力
に
な
ら
な
い
」と
嘆
い
て
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
に
本
当
の
意
味
で
の
考
え
る

力
が
つ
い
て
な
い
こ
と
と
関
連
し
て
、
い

わ
ゆ
る
勉
強
が
で
き
る
優
等
生
が
悪
い
こ

と
を
し
で
か
す
現
象
が
あ
り
ま
す
。
愛
知

県
で
見
知
ら
ぬ
お
ば
あ
さ
ん
を
刺
殺
し
た

の
は
、
進
学
校
の
生
徒
で
し
た
し
、
西
鉄

の
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
を
起
こ
し
た
子
供
も
成

績
が
良
か
っ
た
。
大
学
で
は
、
慶
應
の
医

学
部
生
が
集
団
レ
イ
プ
事
件
を
起
こ
し
、

つ
い
最
近
で
は
早
稲
田
の
ス
ー
パ
ー
フ

リ
ー
事
件
が
記
憶
に
新
し
い
。
イ
ベ
ン

ト
サ
ー
ク
ル
に
関
わ
る
女
子
学
生
に
取
材

で
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
あ
の
人
た
ち

は
頭
の
中
が
空
っ
ぽ
。
偏
差
値
は
高
い
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
中
身
の
な
い
男

た
ち
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
試
験
の
た

め
だ
け
の
勉
強
は
、
空
っ
ぽ
の
人
間
を
生

み
出
し
て
い
る
の
で
す
。
あ
る
社
会
学
者

は
、
空
虚
な
主
体
を
量
産
す
る
こ
と
が
問

題
な
の
だ
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

官
僚
、
銀
行
、
一
流
企
業
、
マ
ス
コ
ミ

に
就
職
す
る
人
た
ち
は
、
本
当
の
エ
リ
ー

ト
な
の
で
し
ょ
う
か
。
世
界
と
戦
え
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
か
つ
て
就
職
人
気
ラ

ン
キ
ン
グ
の
上
位
に
あ
る
会
社
の
中
に

は
、
東
大
な
ど
旧
帝
大
し
か
採
用
し
な
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
会
社

の
多
く
は
ま
ず
く
な
っ
て
い
ま
す
。
成
績

が
良
い
人
ば
か
り
採
用
し
た
り
、
2
世
や

3
世
を
多
く
採
用
し
て
い
る
組
織
は
衰
退

し
ま
す
。

子
供
た
ち
が
な
ぜ
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
考
え
る
と
、
社
会
構
造
の
変
化
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
都
市
化
の
進
行
、
核
家

族
化
、
情
報
化
、
少
子
化
な
ど
で
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
子
供
を
取
り
巻
く
環
境
も
変

化
し
、
子
供
を
育
て
る
の
に
不
可
欠
な
環

境
が
失
わ
れ
て
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

何
が
失
わ
れ
た
の
か
。
代
表
的
な
も
の

と
し
て
、
母
親
の
乳
幼
児
へ
の
「
語
り
か

け
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
な
く
な
っ
た
。

近
年
の
脳
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
母
親
が
頻

繁
に
赤
ち
ゃ
ん
に
話
し
か
け
る
と
、
赤
ち

ゃ
ん
は
反
応
し
、
4
カ
月
ぐ
ら
い
に
な
る

と
母
親
の
マ
ネ
を
し
始
め
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
で
す
か
ら
、
語
り
か
け
る
こ
と
は

非
常
に
重
要
な
の
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
人
間
の
子
供
が
社

会
的
動
物
と
し
て
成
長
し
て
い
く
に
は
、

母
親
と
の
相
互
関
係
が
と
て
も
大
切
な
の

で
す
。
最
初
に
意
味
の
あ
る
言
葉
が
出
て

く
る
の
は
、
1
歳
の
誕
生
日
前
後
で
す
。

し
か
し
、
話
し
か
け
る
こ
と
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
た
め
、
初
語
の
時
期
が
遅
れ
て

き
て
い
ま
す
。

初
語
の
遅
れ
の
原
因
と
し
て
、
も
う
ひ

と
つ
テ
レ
ビ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ

を
子
守
り
代
わ
り
に
し
て
い
る
家
庭
が
多

い
。
N
H
K
の
調
査
で
は
、
4
カ
月
以
上

の
ゼ
ロ
歳
児
の
5
割
が
テ
レ
ビ
を
見
て
い

る
。
そ
れ
も
、
1
日
に
2
時
間
20
分
も
見

て
い
る
。
1
歳
児
に
な
る
と
、
8
割
が
テ

レ
ビ
を
見
て
い
て
、
視
聴
時
間
は
1
日
2

時
間
48
分
に
も
達
し
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
話
で
す
が
、
ろ
う
あ
者
の

無
菌
室
で
育
つ
子
供
た
ち
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■
会
社
概
要

当
社
の
沿
革
を
た
ど
る
と
、
1
9
9
6

年
10
月
に
、
当
社
の
前
身
で
あ
る
「
日
本

デ
ジ
タ
ル
放
送
サ
ー
ビ
ス
」
が
、
日
本
で

初
め
て
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
で
あ
る

「
パ
ー
フ
ェ
ク
T
V
！
」
と
し
て
、
テ
レ

ビ
番
組
57
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
デ
ジ
タ
ル
ラ
ジ

オ
番
組
4
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
本
格
放
送
を
開

始
し
ま
し
た
。

1
9
9
8
年
5
月
に
、「
日

本
デ
ジ
タ
ル
放
送
サ
ー
ビ
ス
」

と
「
ジ
ェ
イ
・
ス
カ
イ
・
ビ
ー
」

と
い
う
2
つ
の
放
送
サ
ー
ビ
ス

会
社
が
合
併
し
、
現
在
の
「
ス

カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
T
V
！
」
と

な
り
ま
し
た
。

2
0
0
3
年
5
月
末
現
在
、

「
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
T
V
！
」

の
加
入
件
数
は
約
3
4
1
万

件
、
昨
年
7
月
に
開
始
し
た

「
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
T
V
！

2
」
の
加
入
件
数
は
約
4
万
8

千
件
、
合
計
約
3
4
6
万
件
の

方
に
加
入
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。「

ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
T

第
72
回
（
東
京
　
7
月
1
日
）

ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

青
海
放
送
セ
ン
タ
ー

企業と生活者
懇
談
会

V
！
」
で
は
、
テ
レ
ビ
番
組
と
し
て
1
8

1
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
デ
ジ
タ
ル
ラ
ジ
オ
番
組

が
1
0
4
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
合
計
2
8
5
チ

ャ
ン
ネ
ル
の
番
組
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
T
V
！
2
」

で
は
、
テ
レ
ビ
と
デ
ー
タ
で
58
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
放
送
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
4
万
8

千
件
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
地

上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開
始
さ
れ
る
今
年

12
月
以
降
、
テ
レ
ビ
の
買
い
替
え
需
要
が

発
生
す
る
た
め
、「
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク

T
V
！
2
」
を
含
め
て
、
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
の
関
心
が
再
度
高
ま
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

第72回

第73回

第74回

「企業の考えていることや、その姿勢がよく分かりました。きょうは本当に

ありがとう」。企業と生活者懇談会に参加した方からこの言葉をいただく時、ホ

ッとすると同時に、これからも企業と社会広聴会員との橋渡しを続けていかな

ければと気持ちを新たにします。

今回は、スカイパーフェクＴＶ！、林原、キヤノンと訪問しました。各企業

での社会広聴会員と企業との「対話」を感じていただけたら幸いです。

開催日

7月 1 日 東京都江東区
株式会社スカイパーフェクト

・コミュニケーションズ

7月28日 岡山県岡山市 株式会社林原

青海放送センター

藤崎研究所

8月 8 日 東京都大田区 キヤノン株式会社 キヤノンギャラリー

協力企業 見学場所開催地

夫
婦
に
子
供
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
両
親
は

子
供
と
の
会
話
は
手
話
で
行
い
ま
し
た

が
、
子
供
が
言
葉
を
喋
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
と
願
い
、
テ
レ
ビ
を
た
く
さ
ん
見

せ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
と
い
う
と
、
手

話
は
完
全
に
マ
ス
タ
ー
で
き
た
も
の
の
、

言
葉
は
理
解
で
き
な
い
ま
ま
育
っ
て
し
ま

っ
た
。

言
葉
が
人
間
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
近
所
の
人
も
い
な
く
、
語
り
か
け
が

少
な
い
状
況
で
は
、
言
葉
を
幼
児
期
に
体

感
す
る
の
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
人
間
は
読
み
書
き
能
力
を
磨
い
て
自
分

を
作
る
。
本
が
死
ぬ
と
こ
ろ
、
暴
力
が
生

ま
れ
る
」
と
言
っ
た
人
が
い
ま
す
。
し
か

し
、今
は
テ
レ
ビ
が
識
字
の
道
を
妨
害
し
、

人
か
ら
考
え
る
力
を
奪
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
子
供
が
育
つ
に
は
、
人
と
人
と
の
直

接
の
交
流
、
つ
な
が
り
が
一
番
大
切
な
要

素
で
す
。
便
利
な
道
具
で
は
あ
る
け
れ
ど

も
、
テ
レ
ビ
や
、
携
帯
電
話
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
直
接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
妨
げ
て
い
る
。

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
の
今
回
の
「
教
育

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
中
に
、
家
庭

で
の
子
供
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
親
と
の
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
、
特
に
父
親
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が

減
っ
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
父
親
と
の
接
触
が
減
っ
て
い
る
の
は

問
題
で
す
。

文
部
科
学
省
の
調
査
で
も
、
父
親
が
子

供
と
過
ご
す
時
間
が
少
な
い
と
い
う
結
果

が
出
て
い
ま
す
。
世
界
一
少
な
い
。
成
熟

国
で
は
、
家
族
が
一
緒
に
食
事
を
と
る
の

が
普
通
で
す
が
、
日
本
で
は
で
き
て
い
な

い
家
庭
が
非
常
に
多
い
。

遊
び
も
人
間
形
成
の
上
で
は
非
常
に
重

要
な
要
素
で
す
。
年
齢
の
違
う
子
た
ち
と

遊
ぶ
こ
と
で
、
社
会
性
や
協
調
性
、
独
創

性
が
培
わ
れ
ま
す
。
今
の
子
供
た
ち
は
家

の
中
で
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
し
て
遊
び
ま
す

が
、
こ
れ
は
本
当
の
遊
び
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
遊
び
と
は
本
来
、
自
分
た
ち
で

ル
ー
ル
を
作
っ
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

の
場
合
は
、
は
じ
め
か
ら
ル
ー
ル
が
決
め

ら
れ
て
い
る
。
戦
前
の
子
供
は
4
0
0
0

種
類
の
遊
び
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
の
子
供
は
わ
ず
か
20
種
類
し
か
知

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
昔
は
夕
方
、

「
ご
飯
だ
よ
」
と
い
う
お
母
さ
ん
の
声
で
、

1
人
ず
つ
子
供
が
遊
び
か
ら
抜
け
て
い
く

光
景
が
よ
く
見
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
最

近
は
そ
う
い
う
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
一

方
で
遊
び
は
危
険
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
し

た
中
で
、
邪
悪
な
も
の
を
見
分
け
る
感
覚

を
研
ぎ
澄
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
オ
ウ
ム

な
ん
か
に
誘
わ
れ
て
も
、
つ
い
て
い
き
ま

せ
ん
。
今
の
子
供
は
無
菌
室
で
育
て
ら
れ

て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。
そ
う
い
う
子
供

に
は
抵
抗
力
が
な
い
。

こ
の
他
に
も
、
生
活
体
験
や
家
の
手
伝

い
を
す
る
機
会
が
圧
倒
的
に
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
昔
は
洗
濯
や
買
い
物
、
あ
る
い

は
リ
ン
ゴ
む
き
な
ど
を
手
伝
っ
た
り
し
ま
し

た
。
今
は
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
暇
が
あ
っ
た

ら
、
勉
強
し
ろ
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
。

10
歳
か
ら
12
歳
の
子
供
を
持
つ
親
を
対

象
に
行
っ
た
「
子
供
の
成
長
に
つ
い
て
の

満
足
度
調
査
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
も
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
調
査
で
し
た
。

「
子
供
の
成
長
に
満
足
し
て
い
る
か
」
と
い

う
質
問
に
対
し
て
、
満
足
と
回
答
し
た
の

が
日
本
36
・
3
％
、
ア
メ
リ
カ
84
・
5
％
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
82
・
7
％
、
タ
イ
74
・
1
％
、

韓
国
52
・
9
％
で
、
日
本
は
他
国
と
比
較

し
て
異
様
に
低
い
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

子
供
が
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
満
足
度
が

低
下
し
て
い
る
の
で
す
。
日
本
の
子
供
の

出
来
が
特
に
悪
い
わ
け
で
は
な
い
。
親
が

子
供
の
成
長
に
何
を
期
待
す
る
か
な
の
で

す
。
日
本
の
親
が
子
供
に
期
待
し
て
い
る

の
は
、
学
校
の
成
績
で
す
。
そ
れ
も
他
の

子
供
と
の
比
較
に
お
い
て
で
す
。
そ
う
な

る
と
、
期
待
に
沿
え
る
の
は
全
体
の
3
分

の
1
程
度
で
し
ょ
う
。
子
供
は
自
分
が
親

に
期
待
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
敏
感
に
分

か
る
も
の
で
す
。
そ
れ
に
気
づ
い
た
子
供

は
非
常
に
つ
ら
い
と
思
い
ま
す
。

親
の
側
の
意
識
を
変
え
な
い
と
、
子
供

は
救
わ
れ
な
い
。
親
の
ほ
う
が
子
供
の
何

を
評
価
す
る
の
か
、
判
断
軸
を
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
学
校
の
勉
強
が
苦
手
な

子
供
も
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
が
得
意
な
子
供

が
い
れ
ば
、
素
直
な
子
供
も
い
る
。
子
供

た
ち
の
長
所
を
認
め
る
こ
と
が
大
事
な
の

で
す
。

ま
た
、
道
徳
観
や
正
義
感
は
家
の
手
伝

い
や
自
然
体
験
、
生
活
体
験
の
多
い
子
供

ほ
ど
培
わ
れ
る
と
い
う
文
部
省
の
調
査
結

果
が
あ
り
ま
す
。
道
徳
観
、
正
義
感
を
持

つ
子
供
を
育
て
た
い
と
誰
も
が
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
は
学
校
の
成
績
だ
け
で
は
足

り
な
い
の
で
す
。
子
供
の
良
さ
を
し
っ
か

り
と
認
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
周

り
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
遊
び
や
生
活
体

験
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
行
政

や
地
域
社
会
、
そ
し
て
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
意
識
し
て
こ
の
よ
う
な
機
会
を
作
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
本
に
は
学
校
信
仰
が
あ
り
ま
す
。
何

で
も
学
校
を
最
優
先
に
考
え
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
学
校
の
役
割
は
も
ち
ろ
ん
重
要

で
、
そ
の
役
割
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い

の
で
す
が
、
学
校
に
学
力
、
躾
と
い
っ
た
す

べ
て
を
頼
る
の
は
不
可
能
で
す
。
基
本
は

家
庭
で
あ
り
、
地
域
社
会
な
の
で
す
。
学

校
だ
け
で
で
き
る
問
題
で
は
な
い
の
で
す
。

（
文
責
　
専
門
研
究
員
　
山
田
俊
彦
）
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供
の
ど
ん
な
成
長
を

喜
ぶ
の
か
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■
視
聴
動
向
に
つ
い
て

全
国
の
平
均
普
及
率
は
7
・
8
％
で

す
。
中
期
計
画
で
は
、
2
0
0
7
年
に
全

国
普
及
率
を
10
％
、
件
数
に
し
て
5
0
0

万
件
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

一
番
普
及
率
が
高
い
の
は
、
静
岡
県
で

10
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
サ
ッ
カ
ー

フ
ァ
ン
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
多
チ
ャ
ン
ネ

ル
放
送
に
限
ら
ず
、
新
し
い
も
の
を
進
ん

で
受
け
入
れ
る
地
域

性
が
あ
る
よ
う
で

す
。当

社
で
目
標
と
し

て
い
る
普
及
率
の
数

値
は
10
％
で
、
宮
崎
、

島
根
、
滋
賀
、
福
井

県
が
該
当
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
域
で
普

及
率
が
高
い
要
因

は
、
地
上
波
の
民
放

チ
ャ
ン
ネ
ル
が
少
な

い
こ
と
や
、
よ
り
多

く
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

希
望
し
て
ス
カ
パ
ー

を
ご
覧
い
た
だ
い
て

い
る
お
客
様
が
多
い

と
い
う
点
に
あ
り
ま

す
。
一
方
、
大
阪
と

東
京
と
い
っ
た
大
都

市
で
の
普
及
率
は
、

数
％
レ
ベ
ル
と
比
較
的
低
い
水
準
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
加
入
総
数
自
体
は
大
都

市
で
は
多
い
の
で
す
が
、
普
及
率
に
な
る

と
、
衛
星
の
受
信
用
の
ア
ン
テ
ナ
を
立
て

ら
れ
な
い
集
合
住
宅
が
多
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

当
社
の
加
入
者
を
年
齢
層
で
見
る
と
、

加
入
を
促
進
さ
せ
る
宣
伝
を
た
く
さ
ん

行
っ
た
効
果
も
あ
り
、
20
〜
30
歳
代
の
お

客
さ
ま
が
比
較
的
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
T
V
！
2
」
に
つ
い
て

は
、
現
状
で
は
受
信
装
置
が
比
較
的
高
価

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
年
齢
分
布
的
に

は
中
高
年
齢
層
の
テ
レ
ビ
購
入
者
な
ど
、

余
裕
あ
る
世
代
層
が
中
心
の
よ
う
で
す
。

6
月
末
の
株
主
総
会
で
、
株
主
さ
ん
か

ら
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
若
者
に
向
き
す
ぎ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
高
齢
化
社
会
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
当
社
は
、

「
ど
う
し
て
も
事
業
の
立
ち
上
げ
時
期
に

は
、
消
費
者
の
中
で
引
っ
張
っ
て
も
ら
う

層
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
に
、
若

い
方
々
に
引
っ
張
っ
て
い
た
だ
か
な
い
と

普
及
に
つ
な
が
ら
な
い
。
で
す
か
ら
、
こ

れ
ま
で
は
20
〜
30
歳
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
て
い
ま
し
た
。
当
社
も
今
年
度
は
黒
字

が
出
る
予
定
で
、
事
業
と
し
て
次
の
ス
テ

ー
ジ
に
立
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
ま
た
違
っ
た
形
で
、
幅
広
い
層
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
設
定
す
る
な
ど
検
討
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

い
う
回
答
を
い
た
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
中
に
は
意
外

と
50
〜
60
歳
代
の
方
々
に
向
け
た
チ
ャ
ン

ネ
ル
も
多
い
。
囲
碁
、
将
棋
の
専
門
チ
ャ

ン
ネ
ル
、
時
代
劇
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
昔
の
ド

ラ
マ
や
映
画
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
チ

ャ
ン
ネ
ル
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
を
来
年

以
降
ど
う
や
っ
て
P
R
し
て
い
こ
う
か
と

い
う
の
が
、
当
社
の
課
題
で
す
。

■
多
重
放
送
に
つ
い
て

今
年
の
12
月
を
め
ど
に
、
東
京
の
一

部
の
集
合
住
宅
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
使

っ
た
映
像
配
信
事
業
を
始
め
る
予
定
で

す
。
都
市
部
に
多
い
集
合
住
宅
で
は
、

窓
が
北
向
き
で
あ
っ
た
り
、
美
観
や
安

全
上
の
規
制
等
も
あ
り
、
ス
カ
パ
ー
の

ア
ン
テ
ナ
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い

ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。
多
く
の
ご

家
庭
が
地
上
波
放
送
も
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
見
て
い
る
状
況
で
、
首
都
圏
で
は

60
％
が
ア
ン
テ
ナ
の
難
視
聴
地
域
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
要
因
か
ら
、
ア
ン
テ
ナ
か
ら
直
接
受

信
す
る
ス
カ
パ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
集

合
住
宅
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
に
く
い
現

状
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
地
上
回
線
で
あ
る

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
使
っ
て
、
集
合
住
宅

向
け
に
ス
カ
パ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を
お
届

け
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

髪
の
毛
く
ら
い
の
細
さ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

を
通
し
て
、
テ
レ
ビ
5
0
0
チ
ャ
ン
ネ
ル
と

1
0
0
メ
ガ
b
p
s
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

信
の
提
供
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
地
上
波

ア
ナ
ロ
グ
放
送
、12
月
か
ら
始
ま
る
地
上
波

デ
ジ
タ
ル
放
送
、
ま
た
B
S
デ
ジ
タ
ル
放
送

も
含
め
て
、
全
て
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
光
フ
ァ

イ
バ
ー
の
中
に
押
し
込
ん
で
、
集
合
住
宅

向
け
に
お
届
け
し
よ
う
と
い
う
計
画
で
す
。
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■
わ
が
国
の
テ
レ
ビ
の
進
化

地
上
放
送
と
し
て
、1
9
5
3
年
に
白
黒

の
テ
レ
ビ
放
送
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、40
年
以
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
だ
け
の
時
代

が
続
き
ま
し
た
が
、
日
本
で
も
1
9
9
6
年

か
ら
デ
ジ
タ
ル
衛
星
放
送
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
2
0
0
0
年
12
月
に
は
B
S
デ

ジ
タ
ル
放
送
も
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
デ

ジ
タ
ル
化
の
最
後
と
も
い
う
べ
き
地
上
波

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
上
波
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
ま
ず

東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
の
三
大
都
市
圏
で

今
年
の
12
月
か
ら
始
ま
る
予
定
で
す
。

C
S
放
送
、
B
S
放
送
と
よ
く
聞
き
ま

す
が
、
一
体
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

実
は
衛
星
の
位
置
や
伝
送
方
式
が
違
う
の

で
す
。
東
経
1
2
4
度
、
1
2
8
度
に
あ

る
衛
星
が
「
ス
カ
パ
ー
！
」
な
ど
の
C
S

放
送
用
、
東
経
1
1
0
度
に
は
、「
ス
カ

パ
ー
2
！
」
な
ど
の
C
S
放
送
用
の
衛
星

と
、
B
S
放
送
用
の
衛
星
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
別
の
受
信
装
置
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
世
界
的
な
流
れ

で
す
。
最
初
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
実
施
し

た
の
が
、
ア
メ
リ
カ
の
デ
ィ
レ
ク
T
V
で

す
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
地
上
波
の
デ
ジ
タ
ル

化
は
1
9
9
8
年
か
ら
開
始
し
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
や
ス
ペ
イ
ン
に
続
き
、
日

本
も
三
大
都
市
圏
の
一
部
で
、
地
上
波
デ

ジ
タ
ル
が
今
年
12
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
は
一
体
ど
の
よ

う
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ
に
な
っ
た
時
は
白
黒
か
ら
色
付
き
に

な
り
、
外
国
の
俳
優
が
出
て
く
る
と
「
目

の
色
が
青
い
の
ね
」、「
色
が
本
当
に
白
い

の
ね
」
と
分
か
り
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
に

な
っ
た
時
、
何
を
通
し
て
実
感
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。

大
き
な
特
徴
と
し
て
3
つ
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
一
つ
は
高
画
質
で
す
。
B
S
デ
ジ
タ

ル
放
送
を
ご
覧
の
方
は
、
大
画
面
で
も
大

変
き
れ
い
な
映
像
を
見
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
本
年
12
月
か
ら
始
ま
る

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
も
、
中
心
は
高
画

質
の
映
像
で
す
。

二
つ
目
は
放
送

内
容
の
高
機
能
化

で
す
。
B
S
放
送

で
も
、
C
S
放
送

の
一
部
で
も
実
施

し
て
い
ま
す
が
、

デ
ー
タ
放
送
や
双

方
向
性
と
い
っ
た

こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
例
え
ば
、

放
送
中
の
ク
イ
ズ

番
組
に
直
接
参
加

で
き
ま
す
。
ま
た
、

画
面
に
流
れ
て
い

る
音
楽
の
C
D
を

欲
し
い
と
思
っ
た

ら
、
簡
単
な
操
作

で
C
D
が
買
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

三
つ
目
の
特
徴

と
し
て
、
マ
ル
チ

チ
ャ
ン
ネ
ル
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
機

能
に
よ
り
放
送
時
間
を
気
に
せ
ず
、
自

分
の
好
き
な
時
に
、
い
つ
で
も
ニ
ュ
ー

ス
や
天
気
予
報
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

■
青
海
放
送
セ
ン
タ
ー

「
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
T
V
！
」
の
メ

イ
ン
事
業
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業

で
す
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
と
は
、

番
組
を
放
送
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

会
社
か
ら
委
託
を
受
け
て
、
そ
れ
を
衛

星
に
送
る
事
業
の
こ
と
で
す
。
衛
星
に

送
る
業
務
は
目
黒
、
青
山
、
大
阪
、
青

海
の
4
カ
所
で
担
当
し
て
い
ま
す
。
ス

カ
パ
ー
は
3
つ
の
衛
星
に
地
上
か
ら
映

像
を
送
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
説
明
し

た
よ
う
に
、
東
経
1
2
4
度
、
1
2
8

度
、
そ
れ
か
ら
1
1
0
度
の
衛
星
で
す
。

放
送
に
い
た
る
ま
で
の
全
体
の
流
れ

を
お
話
し
す
る
と
、
ま
ず
放
送
を
希
望

す
る
会
社
か
ら
番
組
を
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
の
際
、
専
用
の
回
線
を
使
っ
た

り
、
V
T
R
を
持
ち
込
む
な
ど
し
て
、
ス

カ
パ
ー
に
番
組
を
届
け
て
も
ら
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
大
量
の
数
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
を
デ
ジ
タ
ル
圧
縮
技
術
を
使
っ
て

変
換
し
、
そ
れ
を
地
上
か
ら
衛
星
に
打

ち
上
げ
ま
す
。
お
客
様
は
こ
れ
を
受
信

機
で
受
け
て
視
聴
し
て
い
た
だ
く
流
れ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

番
組
は
無
料
放
送
も
あ
り
ま
す
が
、
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ほ
と
ん
ど
が
有
料
放
送
で
す
。
有
料
番
組

の
視
聴
の
可
否
は
、
有
料
視
聴
の
申
し
込

み
を
受
け
た
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
が

「
鍵
」
に
あ
た
る
デ
ジ
タ
ル
信
号
を
衛
星

を
使
っ
て
送
り
、
そ
の
「
鍵
」
を
受
け
取

っ
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
は
有
料
放
送
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
す
。「
鍵
」

を
持
っ
て
い
な
い
視
聴
者
は
、
番
組
を
見

よ
う
と
し
て
も
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

「
ペ
イ
・
パ
ー
・
ビ
ュ
ー
」
と
い
う
サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
、
あ
る
番
組
だ
け
、
あ
る
い

は
1
日
だ
け
有
料
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
見
た
い

と
い
っ
た
場
合
、こ
れ
を
利
用
で
き
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
番
組
が

ス
カ
パ
ー
の
一
つ
の
売
り
だ
と
思

う
の
で
す
が
、
全
般
的
に
子
供
向
け
の
番

組
が
少
な
い
と
感
じ
ま
す
。
今
後
の
番
組

編
成
の
方
針
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

皆
さ
ん
が
日
常
ご
覧
に
な
っ
て

い
る
民
放
各
局
は
、
自
分
た
ち

で
多
く
の
番
組
を
制
作
し
、
放
送
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
番
組
と
い
う
「
ソ
フ
ト
」

制
作
と
放
送
と
い
う
「
ハ
ー
ド
」
の
2
つ

の
事
業
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
に

対
し
て
当
社
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事

業
者
と
い
う
位
置
付
け
に
あ
り
ま
す
。
当

社
は
、
放
送
事
業
者
か
ら
受
け
た
番
組
を

衛
星
に
伝
送
す
る
の
が
主
な
仕
事
で
す
。

つ
ま
り
、
番
組
制
作
と
い
う
「
ソ
フ
ト
」

と
、
放
送
と
い
う
「
ハ
ー
ド
」
が
別
々
に

行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

ス
カ
パ
ー
は
加
入
者
を
増
や
し
、
契
約

件
数
が
3
5
0
万
件
を
超
え
ま
し
た
。
し

か
し
、
事
業
を
始
め
た
頃
は
、
お
客
さ
ま

の
数
が
少
な
い
中
で
、
多
額
の
投
資
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
で
、
お
客
さ
ま
を
増
や
す
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
、
多
く
の
方
に
人
気
の
あ
る

サ
ッ
カ
ー
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
で
需
要
を
掘
り

起
こ
し
て
き
ま
し
た
。

3
5
0
万
件
と
お
客
さ
ま
も
増
え
て
き

た
の
で
、
今
後
は
お
客
さ
ま
の
持
つ
潜
在

的
な
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
り
、
専
門
的
で
特

徴
の
あ
る
分
野
の
番
組
提
供
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

番
組
編
成
は
、
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
る
の
で
す
か
。
売
り
込
み
が

あ
っ
た
中
か
ら
選
ぶ
の
か
、
そ
れ
と
も
ス

カ
パ
ー
さ
ん
か
ら
作
っ
て
欲
し
い
番
組
を

お
願
い
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
に
は
放
送
法
を
は
じ
め
さ

ま
ざ
ま
な
法
律
が
あ
り
、
各
種

の
規
制
の
下
に
あ
り
ま
す
。
規
制
の
厳
格

な
順
番
に
事
業
者
を
並
べ
る
と
、
ま
ず
N

H
K
が
き
ま
す
。
次
に
一
般
放
送
事
業
者

で
あ
る
民
放
各
局
。
そ
し
て
、
委
託
放
送

事
業
者
、
役
務
放
送
事
業
者
と
い
っ
た
放

送
設
備
を
持
た
な
い
業
者
が
、
規
制
緩
和

で
放
送
事
業
に
参
入
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
に
対
し
て
、
総
務

省
か
ら
免
許
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
委
託
放
送
事
業
者
が
海
外
の
テ
レ

ビ
で
良
い
番
組
を
見
つ
け
、
国
内
に
紹
介

し
た
い
と
考
え
れ
ば
、
総
務
省
に
免
許
の

申
請
を
し
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
審
査
を
経
て
、
認
可

を
受
け
る
。
そ
の
認
可
を

受
け
た
番
組
が
ス
カ
パ
ー

に
入
っ
て
く
る
の
で
す
。

当
社
に
番
組
を
提
供
す
る

の
は
、
こ
の
委
託
放
送
事

業
者
と
役
務
放
送
事
業
者

に
な
り
ま
す
。

番
組
の
編
成
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
、
こ
れ
は
事

業
者
の
仕
事
に
な
り
ま
す
。

委
託
・
役
務
放
送
事
業
者

が
自
分
た
ち
で
、
ど
う
い
っ

た
時
間
帯
が
視
聴
者
に
と

っ
て
見
や
す
い
時
間
だ
ろ

う
か
、
自
分
た
ち
が
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
視
聴
者

は
ど
の
時
間
帯
に
多
い
だ

ろ
う
か
と
い
っ
た
こ
と
を

考
え
て
編
成
し
ま
す
。

当
社
で
も
自
前
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
複
数

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
番
組
を
提
供
す
る

の
が
適
切
な
の
か
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
し

て
い
ま
す
。
基
本
的
な
考
え
と
し
て
、ス
ポ

ー
ツ
は
生
中
継
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
放
送
を
見
逃
し
た
方
の
た
め
に
、
再

放
送
も
し
て
い
ま
す
。
見
て
欲
し
い
方
に
、

見
や
す
い
時
間
に
編
成
す
る
こ
と
が
、
編

成
の
あ
る
べ
き
姿
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

A

Q
&
A

Q

QA

私
た
ち
が
普
段
見
て
い
る
民
放
の

番
組
で
は
、
C
M
な
ど
が
番
組
の

合
間
に
流
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
C
S
放
送

で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
か
。

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
は
C
M
を

入
れ
、
ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら
広
告
収

入
を
得
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
民
放
の
よ
う

に
そ
れ
を
メ
イ
ン

に
し
て
ビ
ジ
ネ
ス

を
し
て
い
る
チ
ャ

ン
ネ
ル
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

民
放
の
15
秒
の
C

M
に
か
か
る
費
用

と
、
当
社
の
30
秒

あ
る
い
は
1
分
の

C
M
に
か
か
る
費

用
と
で
は
、
金
額

が
数
十
倍
は
違
う

と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ス
カ
パ
ー
は

大
き
く
な
っ
た
と

い
っ
て
も
、
お
客

さ
ま
の
数
は
3
0

0
万
規
模
で
す
。

通
常
の
民
放
は
、

そ
の
一
ケ
タ
上
の

数
字
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ぐ
ら
い
差
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
、

一
生
懸
命
に
気
持
ち
を
込
め
て
番
組
を
作

り
た
い
と
お
っ
し
ゃ
る
制
作
会
社
も
い
っ

ぱ
い
あ
り
ま
す
。
6
時
間
全
部
使
っ
て
、

ひ
と
り
の
人
を
追
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

を
作
る
な
ど
、
民
放
で
は
考
え
ら
れ
な
い

番
組
を
作
っ
て
い
ま
す
。

現
場
の
我
々
と
し
て
も
、
視
聴
者
が
本

当
に
興
味
を
持
っ
て
見
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
番
組
を
作
っ
て
、
放
送
す
る
と
い
う

こ
と
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

一
方
で
そ
れ
に
は
非
常
に
お
金
が
か
か
る

こ
と
も
あ
り
、
す
べ
て
思
い
通
り
に
動
く

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ジ
レ
ン
マ
に
陥

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

も
っ
と
回
転
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
若
干

余
裕
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
当
社
は
デ
ジ
タ
ル
と
い
う
武
器
を

持
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ
の
デ
ジ
タ
ル

を
軸
に
、
事
業
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
、
加
入
者
が
増
え
れ

ば
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ス
パ
イ
ラ
ル
と
な
っ
て
、

良
い
内
容
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
ど
ん
ど
ん
育

成
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

サ
ー
ビ
ス
開
始
当
初
よ
り
、
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

野
球
中
継
を
見
る
た
め
に
、
ペ
イ
・
パ

ー
・
ビ
ュ
ー
の
プ
ロ
野
球
セ
ッ
ト
の
契

約
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
J
ス
カ

イ
と
の
合
併
の
後
遺
症
で
し
ょ
う
か
、
放

送
が
あ
る
の
に
受
信
で
き
な
い
試
合
が

あ
り
ま
す
。
電
話
で
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
替
え
な
い

と
ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
チ
ュ

ー
ナ
ー
を
買
っ
た
時
期
が
早
か
っ
た
と

い
う
だ
け
で
、
同
じ
料
金
を
払
っ
て
い

る
の
に
見
ら
れ
な
い
と
い
う
の
は
納
得

が
い
か
な
い
の
で
す
が
…
…
。

お
そ
ら
く
最
初
の
チ
ュ
ー
ナ
ー

を
お
持
ち
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

1
9
9
6
年
に
「
パ
ー
フ
ェ
ク
T
V
」
が

ス
タ
ー
ト
し
た
時
に
ご
購
入
い
た
だ
い
た

チ
ュ
ー
ナ
ー
は
、
東
経
1
2
8
度
に
あ
る

衛
星
か
ら
の
電
波
を
受
信
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
1
9
9
8
年
に
ジ
ェ
イ
・
ス
カ

イ
・
ビ
ー
と
合
併
し
、
こ
ち
ら
は
東
経
1

2
4
度
の
衛
星
か
ら
電
波
を
発
信
し
て
い

ま
す
。
合
併
後
は
、
2
つ
の
衛
星
か
ら
の

電
波
を
受
信
で
き
る
ア
ン
テ
ナ
・
チ
ュ
ー

ナ
ー
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
初
に
ご
加
入
い
た
だ
い
た
方
々
は
、

当
社
に
と
っ
て
は
大
変
貴
重
な
お
客
さ
ま

で
す
。
そ
う
い
う
方
々
に
対
し
て
、
今
後

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
重
要
な

課
題
で
す
が
、
他
の
視
聴
者
に
費
用
が
跳

ね
返
っ
て
は
ま
ず
い
。
当
社
が
成
長
し
て

い
く
過
程
で
出
て
し
ま
っ
た
問
題
で
す
。

こ
う
し
た
事
情
も
ご
理
解
い
た
だ
き
、
チ

ャ
ン
ネ
ル
の
編
成
な
ど
で
ご
満
足
い
た
だ

け
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
頻
繁
に
チ
ラ

シ
が
入
っ
て
き
ま
す
が
、
ス
カ
パ
ー

の
チ
ラ
シ
は
見
か
け
ま
せ
ん
。
家
電
屋

さ
ん
に
行
け
ば
、
ス
カ
パ
ー
の
サ
ー
ビ
ス

の
こ
と
が
よ
く
分
か
る
と
は
思
う
の
で
す

QA
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が
、
も
う
少
し
P
R
を
し
た
ら
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
潜
在
的
な
お
客
さ
ま
は
か
な
り

い
る
と
思
う
の
で
、
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
っ
し
ゃ
る
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
サ
ー
ビ
ス
と
セ
ッ
ト
で
、
強
力

に
営
業
を
進
め
て
い
ま
す
ね
。
今
ま
で
家

電
屋
さ
ん
を
中
心
に
営
業
を
進
め
て
き

て
、
こ
れ
は
こ
れ
で
効
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
や
り
方
は
、
一
面
で
は
大

変
お
金
が
か
か
る
手
法
で
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
P
R
不
足
が
加
入
者
増
に
結
び

つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
、
今
日
の
懇
談
会

の
中
で
も
よ
く
分
か
り
ま
し
た
の
で
、
営

業
に
も
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。私

は
ス
カ
パ
ー
の
株
主
な
の
で
す

が
、
株
主
宛
て
に
「
あ
な
た
は
ス

カ
パ
ー
の
加
入
者
に
な
っ
て
い
ま
す
か
」

と
問
い
合
わ
せ
る
書
類
を
見
た
こ
と
が
な

い
。
株
主
に
加
入
を
お
願
い
す
る
案
内
状

を
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

今
の
ご
意
見
は
非
常
に
耳
が
痛

い
。
本
年
度
株
主
さ
ん
に
お
送

り
し
た
書
類
に
は
、
当
社
の
商
品
説
明
と

加
入
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
入
れ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
社
に
は
株
主
さ
ん
が

4
万
人
い
ま
す
。
希
望
と
し
て
は
、
少
な

く
と
も
全
員
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
株
主
さ
ん
に
ご

加
入
い
た
だ
い
て
、
率
直
な
、
そ
し
て

色
々
な
ご
意
見
を
伺
い
た
い
。
株
主
さ
ん

か
ら
周
囲
の
方
に
加
入
者
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
も
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

他
の
メ
デ
ィ
ア
と
の
競
合
が
激
し

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中

で
、
ス
カ
パ
ー
の
独
自
性
を
ど
う
出
し
て

い
き
ま
す
か
。

W
O
W
O
W
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
が
良
き
ラ
イ
バ
ル
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ラ
イ
バ
ル
と
い
う
点
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
せ
い
ぜ
い
文
字
情

報
や
写
真
を
見
る
程
度
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
ネ
ッ
ト
上
で
ど
ん
ど
ん
映
像
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
と
、
放
送
の
世
界

が
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
き
ま
す
。当
社
も
、

今
後
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
光
フ
ァ
イ

バ
ー
を
使
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
を

進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

映
像
を
は
じ
め
情
報
を
届
け
る
経
路

は
、
そ
の
時
々
で
ど
ん
ど
ん
増
え
た
り
、

変
わ
っ
た
り
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
し
ば

ら
く
す
る
と
、
携
帯
電
話
で
テ
レ
ビ
が
見

ら
れ
る
時
代
が
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

途
中
の
経
路
は
ど
う
で
あ
れ
、
視
聴
者
に

コ
ン
テ
ン
ツ
を
き
ち
ん
と
届
け
る
。
当
社

に
は
、
多
く
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
持
っ
た
事

業
者
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ

れ
を
い
ろ
い
ろ
な
経
路
を
使
っ
て
、
視
聴

者
に
届
け
る
。
こ
の
仲
介
役
を
当
社
が
き

ち
っ
と
や
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
コ
ン
テ

ン
ツ
を
持
っ
て
い
る
方
々
に
と
っ
て
も
、

視
聴
者
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
今
は
衛
星
放
送
が
中
心

で
す
が
、
今
後
は
伝
達
方
法
を
ど
ん
ど

ん
広
げ
て
い
き
ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
文

化
を
根
付
か
せ
る
た
め
に
は
、
他
社
と
の

提
携
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
に
、
販
促
費
、
広
告
宣
伝
費
を
有

効
に
使
い
、
魅
力
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を

用
意
し
て
加
入
者
を
増
や
す
。
そ
し
て
、

多
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
根
付
か
せ
る
。
こ
う

い
っ
た
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

出席者の感想から

生活者の目線で企業と懇談がで
きたとことは、大きな意義があ
りました。
また、企業側も生活者の意見が
聴取できたと思います。スカイ
パーフェクTV！は、従来の日
本の産業社会にはなかった企業
で、その成り立ち、課題、経営
施策などが大変参考になりまし
た。

●

テレビを見るのが大好きな私で
すが、与えられた番組の中か
ら、今何を見ようかと選ぶので
はなく、この番組が見たいから
見るようにするというのが、特
にこれから年をとっていく上で
も、とても大切なことだと思い
ました。

●

「288の多チャンネル、24時間
放映」―すごい時代なんだなあ
と驚いています。これからは時
間の使い方、得た情報の中から
自分が何を選択するか、その選
択眼が大切なんだと痛感してい
ます。

●

衛星放送システムの現場に接す
る機会を作っていただいたお陰
で、その原理、設備、支えるス
タッフの実態がよく理解でき、
大変勉強になりました。あわせ
て、視聴者の多様性の一端にも
触れることができ、情報化社会
の理解を深める上で、異色の体
験をさせていただいたことを感
謝しています。

スカイパーフェクTV！
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Q■
林
原
の
歩
み

明
治
16
年
、
岡
山
に
「
太
陽
印
」
の
麦

芽
水
飴
会
社
「
林
原
商
店
」
が
創
業
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
34
年
に
は
酵
素
を
利
用
し

て
ブ
ド
ウ
糖
を
生
産
す
る「
酵
素
糖
化
法
」

の
工
業
化
で
、
世
界
的
な
技
術
を
確
立
し

ま
し
た
が
、
競
合
会
社
の
乱
立
で
徐
々
に

生
産
過
剰
に
陥
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
林

原
は
他
に
真
似
の
で
き
な
い
独
自
技
術
の

研
究
、
開
発
を
進
め
る
こ
と
が
い
か
に
重

要
で
あ
る
か
を
改
め
て
認
識
し
、
単
な
る

商
品
生
産
の
会
社
か
ら
、
研
究
、
開
発
型

企
業
へ
の
脱
皮
を
図
り
ま
し
た
。

糖
の
製
造
を
例
に
と
る
と
、
単
に
生
産

だ
け
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
基

礎
と
な
る
微
生
物
・
酵
素
の

研
究
開
発
を
進
め
、
昭
和
43

年
に
は「
酵
素
法
」に
よ
り
、

高
純
度
の
マ
ル
ト
ー
ス
の
新

製
法
を
開
発
し
、
海
外
26
ヵ

国
の
特
許
を
取
得
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
大
塚
製
薬
か

ら
注
射
液
と
し
て
製
品
化

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
平

成
6
年
に
は
、「
夢
の
糖
質
」

と
呼
ば
れ
る
「
ト
レ
ハ
ロ
ー

ス
」の
安
価
・
大
量
生
産
技

術
を
開
発
し
ま
し
た
。
で

ん
ぷ
ん
を
原
料
に
直
接
ト

レ
ハ
ロ
ー
ス
を
製
造
す
る
の

で
、
従
来
の
方
法
に
比
べ
、

1
0
0
分
の
1
の
コ
ス
ト
で

生
産
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

今
や
食
品
や
医
薬
な
ど
に

極
め
て
広
範
囲
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
（
株
）
林
原
生
物

化
学
研
究
所
・
藤
崎

研
究
所
の
設
立

こ
う
し
た
研
究
の

過
程
で
、
林
原
は

「
生
理
活
性
物
質
」
に

着
目
し
ま
し
た
。
生

理
活
性
物
質
と
は
、

人
の
体
が
自
然
に
作

り
出
し
て
い
る
天
然

の
物
質
で
す
。
人
間

の
体
は
、
健
康
状
態

を
維
持
す
る
た
め
、

酵
素
・
ホ
ル
モ
ン
・

サ
イ
ト
カ
イ
ン
な
ど

の
超
微
量
の
生
理
活

性
物
質
を
自
然
に
分

泌
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
物
質
は
人
が

健
康
を
保
つ
上
で
、

極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
例

え
ば
、
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
一
種
で
あ
る
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
（
I
F
N
）
は
、
人
の

体
内
に
侵
入
し
た
ウ
イ
ル
ス
が
細
胞
に
感

染
し
た
り
、
増
殖
し
た
り
す
る
の
を
抑
制

す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ガ
ン
細

胞
に
対
し
て
は
、
細
胞
を
殺
す
作
用
を
持

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
天
然
の
医
薬
品
」

と
い
わ
れ
る
理
由
で
、
こ
う
し
た
生
理
活

性
物
質
に
焦
点
を
当
て
、
研
究
を
進
め
る

目
的
で
、
昭
和
56
年
に
（
株
）
林
原
生
物

化
学
研
究
所
･
藤
崎
研
究
所
を
設
立
し
ま

し
た
。

■
21
世
紀
の
現
代
医
療
薬
開
発
の
最
前

線
基
地
へ

研
究
所
で
は
、
自
然
の
ま
ま
で
は
極
め

て
微
量
に
し
か
生
ま
れ
な
い
生
理
活
性
物

質
を
大
量
生
産
で
き
な
い
か
、
と
い
う
命

題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
イ

第
73
回
（
岡
山
　
7
月
28
日
）

株
式
会
社
　
林
原

藤
崎
研
究
所



ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
な
ど
の
生
理
活
性
物
質
を

生
産
す
る
方
法
は
、
以
下
の
3
通
り
で
し

た
。

（1）
献
血
で
集
め
た
白
血
球
か
ら
作
る
方
法

（2）
ヒ
ト
細
胞
を
タ
ン
ク
の
中
で
人
工
的
に

培
養
し
、
増
え
た
細
胞
か
ら
作
る
方
法

（3）
大
腸
菌
な
ど
に
、
生
理
活
性
物
質
を
作

る
遺
伝
子
を
組
み
込
ん
で
作
る
方
法

し
か
し
、
い
ず
れ
も
コ
ス
ト
、
効
率
、

効
果
等
に
難
点
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

林
原
は
「
ヒ
ト
の
体
内
で
分
泌
さ
れ
て
い

る
物
と
同
じ
天
然
の
生
理
活
性
物
質
を
得

る
方
法
は
な
い
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
大
量

に
生
産
す
る
方
法
は
な
い
か
」、
と
い
う

命
題
を
研
究
し
続
け
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

開
発
さ
れ
た
方
法
が
「
林
原
法
」
と
呼
ば

れ
る
方
法
で
す
。

■
林
原
法
と
は

林
原
は
ハ
ム
ス
タ
ー
に
注
目
し
ま
し

た
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
仔
ハ
ム
ス
タ
ー

に
ヒ
ト
細
胞
を
接
種
す
る
と
、
成
長
と
共

に
ヒ
ト
細
胞
も
3
〜
4
週
間
で
急
速
に
増

殖
し
ま
す
。
こ
れ
を
取
り
出
し
、
培
養
液

を
加
え
て
、ヒ
ト
細
胞
浮
遊
液
を
調
整
し
、

こ
れ
に
誘
発
剤
で
刺
激
を
加
え
る
と
、
ヒ

ト
細
胞
は
生
理
活
性
物
質
の
分
泌
を
始
め

ま
す
。
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
生
理
活
性
物

質
を
、
分
離
･
精
製
し
、
製
品
化
す
る
の

で
す
。
こ
の
方
法
は
、「
林
原
法
」（
ヒ
ト

細
胞
イ
ン
ビ
ボ
増
殖
法
）
と
命
名
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
方
法
の
利
点
は
、
ヒ
ト
の
生
体
内

で
作
ら
れ
る
も
の
と
同
質
の
生
理
活
性
物

質
が
得
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
生
産

に
あ
っ
て
は
ハ
ム
ス
タ
ー
の
数
に
よ
り
生

産
量
が
調
整
で
き
る
こ
と
、
遺
伝
子
組
換

え
方
法
で
は
見
つ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い

新
規
活
性
物
質
の
発
見
・
研
究
に
適
し
て

い
る
こ
と
、
な
ど
で
す
。

こ
う
し
て
得
ら
れ
た
生
理
活
性
物
質

の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン（
I
F
N
）な

ど
に
は
、
抗
ウ
イ
ル
ス
作
用
、
抗
ガ
ン
作

用
、
免
疫
賦
活
作
用
が
あ
る
の
で
、
エ
イ

ズ
、
肝
炎
、
ガ
ン
、
感
染
症
な
ど
に
効
果

が
あ
り
、
今
後
の
研
究
次
第
で
は
、
難
病

治
癒
へ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
林
原
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て

林
原
は「
技
術
開
発
力
と
新
事
業
の
創

造
力
を
中
核
に
据
え
た
技
術
集
結
体
」
を

目
指
し
、
4
つ
の
大
き
な
グ
ル
ー
プ
か
ら
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
の
中
核
に
な

る
コ
ア
グ
ル
ー
プ
各
社（（
株
）林
原
、（
株
）

林
原
生
物
化
学
研
究
所
な
ど
計
6
社
）、
各

種
事
業
を
運
営
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
グ
ル

ー
プ
各
社（
9
社
）、メ
セ
ナ
グ
ル
ー
プ
各
社

（
3
社
／
団
体
）、
海
外
拠
点
法
人
（
ハ
ヤ

シ
バ
ラ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
U
・
S
・
A
）

な
ど
グ
ル
ー
プ
20
社
、
従
業
員
約
1
5
0

0
名
か
ら
な
り
、
年
間
売
上
高
は
約
8
0

0
億
円
に
達
し
て
い
ま
す
。

「
林
原
法
」
で
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
な
ど
を
作
る
方
法
を
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
遺
伝
子
組
換
え
法

も
取
り
入
れ
、
今
後
さ
ら
に
安
価
で
大
量

生
産
す
る
道
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

遺
伝
子
組
換
え
法
は
、
本
来
自

然
に
は
な
い
物
質
を
作
為
的
に

作
る
こ
と
で
す
。
物
質
を
構
成
す
る
基
本

的
な
糖
の
連
鎖
（
糖
鎖
）
が
、
遺
伝
子
組

換
え
物
質
で
は
「
完
全
な
コ
ピ
ー
」
と
は

な
ら
ず
、
糖
鎖
が
付
加
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
で
は
、
遺
伝
子
組
換

え
法
で
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
を
作
っ
て
い
る
所
も
あ
り

ま
す
が
、
時
に
体
の
中
に
抗

体
が
で
き
る
場
合
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
林
原
法
」
は
生
き
た
細
胞

の
増
殖
を
も
と
と
し
て
い
る

の
で
、
自
然
に
分
泌
さ
れ
る
生

理
活
性
物
質
そ
の
も
の
が
得

ら
れ
ま
す
。
薬
品
の
安
全
面

を
考
え
て
も
、
こ
の
方
法
が
好

ま
し
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
林

原
は
こ
れ
か
ら
も
本
物
志
向

で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
林
原
法
」
で
ハ
ム
ス
タ
ー
を
ど

の
く
ら
い
使
い
ま
す
か
。
そ
の
処

理
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

「
林
原
法
」で
は
、
増
殖
し
た
細
胞

を
取
り
出
し
た
後
は
焼
却
処
分

し
ま
す
。
し
か
し
、
機
械
的
に
な
ら
な
い

よ
う
、
感
謝
の
念
を
忘
れ
ず
、
毎
月
1
回
、

社
員
は
慰
霊
祭
を
し
て
い
ま
す
。

ハ
ム
ス
タ
ー
1
匹
で
10
人
分
の
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
が
作
れ
ま
す
。
無
駄
に
作

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
必
要
以
上
に

ハ
ム
ス
タ
ー
を
増
や
す
こ
と
も
し
ま
せ

ん
。
現
在
、
週
5
0
0
0
匹
ぐ
ら
い
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。
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イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
に
つ
い
て
、
そ

の
薬
効
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
と
い
う
言
葉

は
、
英
語
の
「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア=

干
渉
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
推
測
で
き
る

よ
う
に
、
ウ
イ
ル
ス
に
干
渉
し
、
ウ

イ
ル
ス
の
活
動
を
抑
止
、
排
除
す

る
治
療
薬
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
性
肝

炎
な
ど
の
治
療
薬
と
し
て
、
耳
に

す
る
機
会
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
変
薬
効
の
優
れ
た
薬
で
す
が
、

副
作
用
と
し
て
、
発
熱
、
鬱
状
を
誘

発
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
副
作
用
が
認
め
ら
れ
た
場
合

は
、
医
師
は
対
処
薬
で
副
作
用
を

抑
え
つ
つ
、
症
状
に
よ
り
少
量
長
期

投
与
か
、
大
量
短
期
投
与
か
を
決

め
、
処
方
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
最
近
話
題
に
な
っ
た
肺
が
ん

治
療
薬
「
イ
レ
ッ
サ
」の
よ
う
な
ケ

ー
ス
と
は
、
全
く
異
な
り
ま
す
。

林
原
生
物
化
学
研
究
所
は
、
ヒ
ト

細
胞
株
を
内
外
に
無
償
提
供
し
て

い
る
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
企

業
な
の
に
な
ぜ
無
償
な
の
で
す
か
。

林
原
は
科
学
も
技
術
も
オ
ー
プ
ン

で
あ
っ
て
こ
そ
、
進
歩
す
る
と
い

う
信
念
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
に
基

づ
き
、
生
命
科
学
研
究
の
ベ
ー
ス
と
な
る

細
胞
株
は
、
内
外
の
研
究
機
関
か
ら
要
請

が
あ
れ
ば
、
無
償
提
供
し
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
研
究
対
象
の
場
合
に
限
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
も
と
に
商
売
を
す
る
と
い
う
の
で

は
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。
研
究
機
関
が

論
文
等
で
研
究
成
果
を
発
表
す
る
場
合
、

研
究
へ
の
協
力
を
明
確
に
す
る
た
め
、
社

名
を
表
記
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

林
原
は
特
許
を
ど
の
く
ら
い
持
っ

て
い
ま
す
か
。

5
0
0
0
件
く
ら
い
あ
り
ま
す
。

特
許
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
米
国

は
じ
め
各
国
へ
の
登
記
が
必
要
で
す
。
弁

理
士
へ
の
費
用
が
か
か
り
、
利
益
を
生
む

特
許
と
い
う
の
は
、
1
0
0
件
の
中
、
1

つ
か
2
つ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か

し
、
重
要
な
権
利
な
の
で
、
登
記
を
行
う

わ
け
で
す
。
日
本
で
は
、
大
学
が
独
立
行

政
法
人
化
す
る
方
向
で
、
い
ろ
い
ろ
な
研

究
成
果
の
特
許
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

林
原
は
社
会
貢
献
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
ま
す
か
。

会
社
の
本
業
そ
の
も
の
の
一
つ

と
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。
林

原
グ
ル
ー
プ
の
中
の
メ
セ
ナ
グ
ル
ー
プ
3

林
原
美
術
館
、
林
原
自
然
科
学
博
物
館
、

N
P
O
社
団
法
人
林
原
共
済
会
は
メ
セ
ナ

の
活
動
の
基
本
理
念
と
し
て
「
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー
が
あ
り
、
持
続
性
が
あ
り
、
地

域
に
根
ざ
し
た
文
化
活
動
」
を
多
方
面
で

支
援
し
て
き
ま
し
た
。
1
9
9
1
年
、
企

業
メ
セ
ナ
協
議
会
か
ら
第
1
回
メ
セ
ナ
大

賞
を
受
賞
し
た
の
を
は
じ
め
、
社
会
的
な

評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
誇
り
に
思
い

ま
す
。

出席者の感想から

生命のことを考え、そのため
にマウスの生命も大切にして
感謝する精神など、敬虔な態
度には感銘を受けました。見
学させていただいて、商品を
生産して販売するだけでない、
企業の全体が見えたように思
います。

●
メセナ、メセナと、声高に叫
ばれていましたのに、不況の
下で鳴りをひそめた企業が多
い中で、「長期的に継続し、
20年、30年先をみつめる」林
原の姿勢をうれしく思いまし
た。
今後も人類の幸せのために、
研究が進められることを願っ
ています。

●
昨今の厳しい経済状況の中で、
何ができるか、何をすべきか、
いかに会社を守るかなど、経
営者の考えが隅々まで行きわ
たっていると感じました。そ
して、その考えの方向性にの
っとり、社員も伸び伸びと研
究に没頭しているように見受
けられました。

●
雑学や専門外のアイデアから
やってみようというトライ精
神と、結果にはリスクはつき
もの、あらゆる角度からの柔
軟な思考を大切にしている企
業理念は、評価すべきだと感
じました。また、地元出身者
の採用がほとんどということ
もあり、地域に密着した地元
還元型の取り組みをされてい
る点も、今後期待できる企業
であると感心しました。

株式会社　林原
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■
会
社
概
要

1
9
3
3
年
に
東
京
麻
布
の
六
本
木
に

「
精
機
光
学
研
究
所
」
と
し
て
設
立
さ
れ

た
の
が
、
当
社
の
歴
史
の
始
ま
り
で
す
。

そ
の
後
、
1
9
3
7
年
に
会
社
設
立
し
、

1
9
6
9
年
に
「
キ
ヤ
ノ
ン
株
式
会
社
」

に
社
名
変
更
を
し
て
、
今
年
で
創
立
66
周

年
を
迎
え
ま
す
。

当
社
の
社
名
で
あ
る
「
キ
ヤ
ノ
ン
」
は
、

も
と
も
と
「
観
音
」
様
に
由
来
に
し
て
い

ま
す
。
1
9
3
4
年
に
国
産
初
の
35
ミ
リ

カ
メ
ラ
を
試
作
し
た
の
で
す
が
、
こ
の
カ

メ
ラ
の
名
前
が
「
K
W
A
N
O
N
（
カ
ン

ノ
ン
）」
で
し
た
。
な
ぜ
観
音
か
と
い
う

と
、
当
時
こ
の
カ
メ
ラ
を
設
計
し
た
技
術

者
が
、
仏
教
に
非
常
に
詳
し
い
観
音
様
の

信
者
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
観
音

菩
薩
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
印
を
カ
メ
ラ
の

試
作
機
に
刻
ん
だ
の
で
す
。
そ
の
後
、
観

音
カ
メ
ラ
で
は
世
界
的
に
通
用
し
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
発
音
が
比
較
的
似
て
い
る

英
語
の
「
規
範
、
基
準
」
と
い
っ
た
意
味

を
持
つ
「
C
A
N
O
N
（
キ
ヤ
ノ
ン
）」

と
名
前
を
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

キ
ヤ
ノ
ン
の
主
要
製
品
と
し
て
、
皆
さ

ん
は
ま
ず
カ
メ
ラ
を
思
い
起
こ
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
も
多
く
の
製
品

を
取
り
揃
え
て
お
り
、
レ
ン
ズ
、
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
、
双
眼
鏡
、
プ
リ
ン
タ
ー
、
ス
キ

ャ
ナ
ー
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
と
、
個
人
向
け

の
製
品
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
オ
フ
ィ
ス
用

の
複
写
機
や
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
産

業
用
と
し
て
半
導
体
製
造
装
置
や
液
晶
を

作
る
た
め
の
露
光
装
置
な
ど
も
製
造
し
て

い
ま
す
。こ
の
他
に
も
医
療
機
器
と
し
て
、

眼
底
撮
影
用
の
カ
メ
ラ
や
X
線
関
係
の
製

品
な
ど
も
製
造
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
幅
広
い
製
品
を
取
り
扱

っ
て
お
り
、
キ
ヤ
ノ
ン
の
歴
史
は
多
角

化
の
歴
史
と
も
い
え
ま
す
。
1
9
3
4

年
の
国
産
初
の
35
ミ
リ
カ
メ
ラ
の
試
作

に
始
ま
り
、
1
9
6
4
年
に
は
世
界
初

の
テ
ン
キ
ー
式
電
卓
を
発
売
。
1
9
7

0
年
に
は
、
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
の
特
許
網
を
か

い
く
ぐ
っ
て
、
国
産
で
初
め
て
製
造
に
こ

ぎ
つ
け
た
国
産
初
の
普
通
紙
複
写
機
N
P

―
1
1
0
0
を
発
売
し
て
い
ま
す
。
カ
メ

ラ
に
始
ま
り
、
計
算
機
、
複
写
機
、
プ
リ

ン
タ
ー
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
と
次
々
に
新
し

い
商
品
を
出
し
て
い
ま
す
。

キ
ヤ
ノ
ン
の
歴
史
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。
1
9
5
5
年

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
の
開
設
を
皮
切

り
に
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
進
め
、
現
在
キ

ヤ
ノ
ン
グ
ル
ー
プ
会
社
は
全
世
界
に
2
5

5
社
を
数
え
ま
す
。
販
売
関
係
で
1
4
2

社
、
生
産
関
係
で
55
社
、
開
発
関
係
で
14

社
、
そ
の
他
44
社
と
日
、
米
、
欧
、
ア
ジ

ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
に
く
ま
な
く
グ
ル
ー
プ

会
社
が
あ
り
ま
す
。

■
キ
ヤ
ノ
ン
の
企
業
理
念

当
社
の
特
長
の
一
つ
に
、
研
究
開
発
が

旺
盛
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
研
究
開
発
費

に
対
し
て
多
く
の
金
額
を
か
け
て
お
り
、

昨
年
度
の
実
績
で
2
3
7
4
億
円
を
研
究

開
発
に
向
け
て
い
ま
す
。
連
結
売
上
に
対

す
る
研
究
開
発
費
の
比
率
は
、
現
在
8
％

程
度
で
す
が
、
10
％
以
上
確
保
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
多
額
の
研
究
開

発
費
を
投
じ
た
成
果
と
し
て
、
特
許
の
登

録
件
数
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
特
許
の
登
録
件
数
で
は
、
過
去

10
年
以
上
、
5
位
以
下
に
落
ち
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
度
も

I
B
M
に
続
き
、
第
2
位
の
特
許

登
録
件
数
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
日

本
企
業
の
中
で
は
も
ち
ろ
ん
ベ
ス

ト
1
で
す
。
キ
ヤ
ノ
ン
は
多
額
の

研
究
開
発
費
を
投
じ
て
特
許
を
取

り
、
そ
れ
に
よ
り
事
業
を
守
る
と

い
う
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
企
業
活
動
を
支
え
る

キ
ヤ
ノ
ン
の
企
業
理
念
は
何
か
と

い
え
ば
、
そ
れ
は
「
共
生
」
で
す
。

当
社
の
考
え
る
「
共
生
」
と
は
、

「
世
界
の
繁
栄
と
人
類
の
幸
福
の

た
め
に
貢
献
す
る
」
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
、「
事
業
の
成
長
と
発
展
を
果
た
す

こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
地
域
に

お
け
る
共
生
、
環
境
面
で
は
次
の
世
代
と

の
共
生
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
全
て
を
考
え

な
が
ら
企
業
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
環
境
へ
の
取
り
組
み

地
球
環
境
と
の
共
生
と
い
う
観
点
か

ら
、
環
境
問
題
は
キ
ヤ
ノ
ン
に
と
っ
て
非

常
に
重
要
な
課
題
で
す
。
利
潤
追
求
や
製

品
を
通
じ
て
社
会
に
利
便
性
を
提
供
す
る

と
い
う
こ
と
と
、環
境
問
題
と
い
う
の
は
、

相
反
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
、
世
の
中
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キ
ヤ
ノ
ン
株
式
会
社

キ
ヤ
ノ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
は
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
当
社

は
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
使
い
、
高
い

付
加
価
値
、
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
皆
さ
ま
に

提
供
す
る
努
力
を
絶
え
ず
続
け
て
い
ま

す
。当

社
は
「
中
期
環
境
目
標
」
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
3
年
か
ら
5
年
先

の
キ
ヤ
ノ
ン
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う

こ
と
を
、
具
体
的
な
数
字
で
提
示
し
て
い

る
も
の
で
、
例
え
ば
製
品
で
あ
れ
ば
、
キ

ヤ
ノ
ン
の
製
品
は
3
年
後
は
こ
う
で
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
も
の
で
す
。
こ
の
目
標
に
対
し
て
、

各
事
業
本
部
、
各
生
産
会
社
、
販
売
会
社

が
努
力
を
す
る
形
を
と
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
目
標
の
進
捗

を
管
理
す
る
た
め
に
、
業
績

を
評
価
す
る
連
結
業
績
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
各
事
業
本
部
が
、
半

年
間
の
成
果
を
売
上
額
な
ど

経
営
指
標
を
用
い
て
、
業
績

を
評
価
し
て
い
く
も
の
で
す
。

そ
の
業
績
評
価
の
一
つ
の
指

標
と
し
て
、
環
境
に
関
す
る

項
目
も
入
れ
て
い
ま
す
。
半

年
ご
と
に
、
各
事
業
部
と
関

係
会
社
の
業
績
を
、
環
境
と

い
う
側
面
か
ら
も
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
る
の
で
す
。
経
営
デ

ー
タ
を
は
じ
め
と
す
る
い
ろ

い
ろ
な
デ
ー
タ
と
横
並
び
で
評
価
さ
れ
、

順
位
が
社
内
的
に
発
表
さ
れ
ま
す
。
や
は

り
下
位
に
ラ
ン
ク
さ
せ
ら
れ
る
と
、
そ
こ

の
責
任
者
は
気
持
ち
が
い
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ト
ッ
プ
を
目
指
そ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
競
争
原

理
を
社
内
的
に
取
り
入
れ
て
、
中
期
環
境

目
標
の
達
成
に
向
け
て
努
力
を
し
て
い
ま

す
。今

年
の
6
月
に
2
0
1
0
年
ビ
ジ
ョ
ン

と
し
て
、「
フ
ァ
ク
タ
ー
2
」
と
い
う
総

合
指
標
を
設
定
し
ま
し
た
。
商
品
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
C
O
2

が
排
出
さ
れ

ま
す
。
2
0
1
0
年
の
売
上
高
を
こ
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
C
O
2
で
割
っ
た
数
値
を
、

2
0
0
0
年
の
2
倍
以
上
に
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
2
0
0
0
年
と

2
0
1
0
年
の
売
り
上
げ
が
同
じ
で
あ
っ

た
場
合
に
は
、
キ
ヤ
ノ
ン
が
地
球
全
体
に

か
け
て
い
る
C
O
2

の
負
荷
を
半
分
に
減

ら
そ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
資

源
を
半
分
に
す
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
半
分

に
す
る
。
要
は
半
分
の
も
の
で
同
じ
だ
け

の
価
値
、
つ
ま
り
売
り
上
げ
を
確
保
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
現
実
的
に
可
能
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
社
の
製
品
を
お

客
さ
ま
が
使
用
す
る
段
階
で
、
C
O
2

の

排
出
量
を
従
来
の
も
の
と
比
較
し
て
4
分

の
1
か
ら
5
分
の
1
に
す
る
技
術
は
で
き

て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
上
手
に

組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
現
在
の
キ
ヤ
ノ
ン
の

製
品
が
か
け
て
い
る
環
境
負
荷
を
、
2
0

1
0
年
ま
で
に
半
分
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
非
常
に
高
い
目
標

で
す
が
、
キ
ヤ
ノ
ン
グ
ル
ー
プ
全
体
で
成

し
遂
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

充
電
で
き
る
コ
ピ
ー
機
が
あ
っ

た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。
企
業

な
ど
で
電
気
代
が
安
い
夜
間
に
充
電
し

て
お
い
て
、
日
中
使
う
時
に
コ
ン
セ
ン

ト
を
抜
い
て
お
け
ば
、
節
電
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
私
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ピ
ア

を
自
宅
に
持
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
夏

だ
と
コ
ピ
ー
と
ク
ー
ラ
ー
を
同
時
に
使

う
と
ブ
レ
ー
カ
ー
が
落
ち
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
自
宅
用
で
、
コ
ピ

ー
枚
数
が
多
く
な
い
場
合
に
は
、
充
電

式
で
対
応
で
き
れ
ば
、
使
い
勝
手
が
と

て
も
良
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

電
源
も
非
常
に
大
き
な
問
題
で

す
。
複
写
機
で
使
っ
て
い
る
電

子
写
真
と
い
う
方
式
は
、
ト
ナ
ー
を
溶
か

し
て
紙
に
定
着
を
さ
せ
る
た
め
に
、
2
0

0
℃
近
く
ま
で
温
度
を
上
げ
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
瞬
間
的
に
2
0
0
℃

近
く
に
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め

に
、
か
な
り
の
電
気
を
使
用
し
ま
す
。
ご

提
案
の
よ
う
に
電
池
を
使
う
と
な
る
と
、

か
な
り
の
電
気
を
使
う
た
め
に
、
ど
う
し

て
も
頻
繁
に
取
り
替
え
る
必
要
が
出
て
き

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
は
結
果
と
し
て
、

環
境
的
に
も
あ
ま
り
芳
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
一
方
で
、
燃
料
電
池
な
ど
新
し
い
技

術
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
て
い
る
の
で
、
こ

う
い
っ
た
新
技
術
は
積
極
的
に
採
用
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

リ
ス
ト
ラ
が
叫
ば
れ
る
中
、
終
身

雇
用
を
堅
持
し
て
い
る
キ
ヤ
ノ
ン

は
非
常
に
稀
有
な
存
在
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考

え
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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一
つ
の
製
品
が
市
場
に
出
て
定

着
す
る
ま
で
に
、
非
常
に
長
い

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
研
究
開
発
か
ら
始

ま
っ
て
、
製
造
現
場
の
人
が
慣
れ
る
ま
で

実
に
多
く
の
時
間
が
か
か
る
の
で
す
。
当

社
は
社
員
に
対
し
て
安
定
し
た
仕
事
の
環

境
を
与
え
る
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
会
社

に
と
っ
て
活
力
に
な
り
、
高
い
成
果
を
生

み
出
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
、
終
身
雇
用

を
採
用
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
終
身
雇

用
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
実
力
主
義
も

採
用
し
て
い
ま
す
。
単
な
る
終
身
雇
用
だ

と
会
社
の
中
の
気
が
緩
ん
で
、
何
も
し
な

く
て
も
会
社
が
守
っ
て
く
れ
る
と
い
う
、

ぬ
る
ま
湯
的
な
感
覚
が
芽
生
え
て
し
ま
い

ま
す
。
キ
ヤ
ノ
ン
は
創
業
当
時
か
ら
実
力

主
義
を
と
っ
て
い
て
、
26
歳
で
昇
格
試
験

が
あ
り
、
そ
れ
に
合
格
す
る
と
給
与
が
上

が
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま

す
。
大
学
卒
で
40
歳
ぐ
ら
い
で
も
資
格
を

取
っ
て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
は
、
2

倍
く
ら
い
の
給
与
差
が
つ
い
て
し
ま
い
ま

す
。
終
身
雇
用
を
標
榜
し
な
が
ら
も
、
社

内
を
実
力
主
義
で
刺
激
し
、
会
社
を
運
営

し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
普
及
し
て
、

今
ま
で
の
よ
う
に
カ
メ
ラ
屋
さ
ん

に
持
っ
て
行
っ
て
プ
リ
ン
ト
を
し
な
く
て

も
、
自
宅
の
プ
リ
ン
タ
ー
に
つ
な
げ
ば
簡

単
に
綺
麗
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
こ
う
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
化
は
、

我
々
の
生
活
の
中
で
ど
の
よ
う
に
進
ん
で

い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

間
違
い
な
く
デ
ジ
タ
ル
化
は
進

行
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
が
普
段
使
わ
れ
て
い
る
電
子
メ
ー
ル

な
ど
、
時
間
や
空
間
と
い
う
も
の
を
あ
ま

り
意
識
し
な
い
で
情
報
を
や
り
と
り
で
き

る
の
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス

で
撮
っ
た
写
真
を
す
ぐ
に
日
本
や
ア
メ
リ

カ
へ
送
る
と
い
っ
た
楽
し
み
方
が
で
き
る

の
は
、
や
は
り
デ
ジ
タ
ル
な
ら
で
は
の
特

徴
で
す
。

今
は
文
章
や
写
真
な
ど
、

動
画
で
な
い
も
の
が
デ
ジ
タ

ル
で
の
や
り
と
り
の
中
心
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
の
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
時
代
で
は
取
り
扱

う
こ
と
の
で
き
る
情
報
量
が

ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
動
画
も

送
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

す
。
キ
ヤ
ノ
ン
も
動
画
を
ス

ム
ー
ズ
に
送
る
こ
と
の
で
き

る
入
出
力
の
機
器
の
開
発
を

し
て
い
ま
す
。

C
D
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
は
な

く
、
ア
ナ
ロ
グ
レ
コ
ー
ド
が

好
き
だ
と
い
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
よ
う
に
、
フ
ィ
ル
ム

式
の
カ
メ
ラ
が
好
き
だ
と
い

う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
お
客
様
も
当
社
と
し
て
は
大
切

に
し
て
い
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
に
切
り
替

わ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
ア
ナ
ロ
グ
の
カ

メ
ラ
の
製
造
を
止
め
る
と
い
う
こ
と
は
し

ま
せ
ん
。主

婦
感
覚
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
企
業

さ
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
考
え
方

が
違
う
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
は
キ

ヤ
ノ
ン
だ
け
で
な
く
、
家
電
全
般
に
つ
い

て
言
え
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
主
婦
感

覚
で
は
、
古
い
製
品
で
も
修
理
し
て
、
で

き
る
だ
け
長
く
使
い
た
い
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
故
障
し
た
場
合
に
は
、
出
張

の
修
理
費
な
ど
を
考
え
る
と
、
新
し
い
製

品
を
買
っ
た
方
が
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
得

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
地

球
環
境
を
考
え
た
場
合
、
修
理
を
し
て
長

持
ち
を
さ
せ
た
ほ
う
が
一
番
良
い
の
で
は

な
い
か
と
、
私
は
思
い
ま
す
。

ご
指
摘
は
ご
も
っ
と
も
だ
と
思
い
ま
す
。

当
社
も
製
品
の
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
化
が
一
番

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
製
品
の
ロ
ン
グ
ラ

イ
フ
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、

機
能
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い

く
中
で
、
ハ
ー
ド
は
変
わ
ら
ず
、
中
身
だ
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A
け
が
ど
ん
ど
ん
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
く
と
い
う
形
が
、
一
番
望
ま
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
当
社
と
し
て
も
最
終
的
に
は

そ
う
い
っ
た
製
品
を
作
り
た
い
の
で
す

が
、
ま
だ
そ
の
段
階
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
状
で
は
ど
う
し
て
も
ハ
ー
ド
自
体
を
交

換
し
な
い
と
、
機
能
が
上
が
り
ま
せ
ん
。

故
障
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
過
剰

品
質
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
品
質
を
目
指

し
て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
壊
れ
る
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

あ
た
り
が
上
手
く
片
付
け

ら
れ
ず
に
、
苦
労
し
て
い

る
の
は
事
実
で
す
。
最
終

的
に
資
源
を
本
当
に
大
切

に
し
て
い
こ
う
と
い
う
時

代
が
く
れ
ば
、
ハ
ー
ド
の

物
を
次
々
と
買
っ
て
い
た

だ
く
の
で
は
な
く
、
機
能

で
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
買
い

増
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な

時
代
が
来
る
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
時
が
来

た
場
合
で
も
、
当
社
が
皆

さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
、
プ
リ
ン
タ
ー
を
購
入
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
梱
包
す
る
箱
の
中

に
、
包
装
材
料
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
2
冊
入

っ
て
い
ま
し
た
。
プ
リ
ン
タ
ー
自
体
を
梱

包
す
る
だ
け
な
ら
、
箱
は
そ
れ
ほ
ど
大
き

く
な
く
て
済
む
の
で
す
が
、
包
装
と
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
含
め
る
と
非
常
に
大
き
く
、
ゴ

ミ
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

梱
包
材
料
が
お
客
さ
ま
の
所
で

ゴ
ミ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

で
き
る
だ
け
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
材
料

を
使
お
う
と
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
古
紙
を
固
め
た
よ
う
な
「
パ
ル
プ
モ

ー
ル
ド
」
と
い
う
物
で
梱
包
し
て
い
る
も

の
は
、
資
源
と
し
て
出
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
パ
ル
プ

モ
ー
ル
ド
と
い
う
の
は
欠
点
が
あ
り
ま

す
。
衝
撃
に
弱
い
の
で
す
。
そ
の
点
で
い

う
と
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
に
か
な
う
緩
衝

材
は
な
い
の
で
す
。
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
で

あ
れ
ば
、
あ
る
一
定
の
高
さ
か
ら
物
を
落

と
し
て
も
十
分
耐
え
ら
れ
る
の
で
す
が
、

パ
ル
プ
モ
ー
ル
ド
だ
と
梱
包
を
大
き
く
し

な
い
と
、
十
分
な
緩
衝
力
は
得
ら
れ
ま
せ

ん
。
万
が
一
お
客
さ
ま
が
購
入
し
て
お
持

ち
帰
り
に
な
る
途
中
で
落
と
さ
れ
て
、
壊

れ
て
し
ま
っ
た
と
お
申
し
出
が
あ
っ
た

ら
、
我
々
は
対
応
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
お
客
様
の

手
元
に
し
っ
か
り
と
届
く
ま
で
は
、
や
は

り
き
ち
っ
と
し
た
梱
包
で
や
ら
ざ
る
を
得

な
い
の
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
に
配
慮
し
た

材
料
で
梱
包
し
て
、梱
包
材
に
紙
だ
と
か
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
だ
と
か
素
材
を
知
ら
せ
る

マ
ー
ク
を
全
部
に
付
け
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
従
っ
て
、
お
客
さ
ま
の
ほ
う
で
分
別
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
資
源
に
回
る
と
い

う
形
で
運
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

（
文
責
　
主
任
研
究
員
　
立
田
邦
夫
）

専
門
研
究
員
　
山
田
俊
彦
）

出席者の感想から

意見の交換で、環境、特にリ
サイクルに関する意見が多か
ったと思う。これから一消費
者として、どのような姿勢で
製品を購入し、消費するか考
えていこうと思った。

●

私たち消費者は、商品の軽量
化、機能、価格など目先のこ
とにとらわれがちだが、タバ
コの箱大のカメラ一つとって
みても、その裏に込められた
企業理念の重さが随所に活か
されていることを知った貴重
な一日でした。

●

環境配慮にはお金がかかると
いうこと、そのお金は企業だ
けでなく、消費者も応分に負
担するべきであるということ
を、皆さんあまり考えていら
っしゃらないのかなと思って
しまいました。モノをつくる
企業に、環境配慮もすべてお
任せというのは、ちょっと違
うのではないかと、懇談の話
を聞きながら考えてしまいま
した。

●

21世紀の製造業のあるべき姿
として、単に製品を販売し利
益を出せば良いという安易な
考えではなく、LCA（ライ
フ・サイクル・アセスメント）
の実施が大切なことを思って
いた。キヤノンでは正にそれ
を実践されており、感心した。

キヤノン株式会社

QA
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『ネットワーク通信 夏号』を読んで『ネットワーク通信 夏号』を読んで

「社会広聴会員」からのご意見・ご感想

NO.17NO.17

「
告
発
」
や
「
う
わ
さ
」
に
対
す
る
信
憑

性
が
低
い
こ
と
は
、
利
用
者
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
を

よ
く
理
解
し
、
使
っ
て
い
る
こ
と
を
表

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
長
所
は
、
情

報
を
求
め
る
人
に
は
そ
の
分
野
に
関
し
、

か
な
り
多
く
の
情
報
を
提
供
で
き
る
と

こ
ろ
に
あ
る
と
思
う
。
新
聞
・
雑
誌
等

は
、
企
業
の
立
場
に
た
っ
て
会
社
の
全

製
品
を
網
羅
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
消
費
者
に
す
れ
ば
自
分
が
必
要
と

し
て
い
る
情
報
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
し

か
な
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
利
用
者
の

利
害
関
係
が
一
致
し
て
い
る
の
で
、
今

後
も
利
用
率
は
増
加
の
一
途
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

（
40
歳
代
・
男
性
）

●
「
企
業
情
報
に
お
け
る
位
置
付
け
」
で

「
主
要
な
情
報
源
で
あ
る
」
が
45
・
8
％

と
い
う
の
は
、
多
い
感
じ
が
し
て
意
外

で
し
た
。
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

当
該
企
業
の
P
R
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で

あ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
新
聞
・
雑

誌
・
テ
レ
ビ
等
で
の
情
報
の
補
足
く
ら

い
に
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

あ
ま
り
重
視
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
企
業
の
告
発
、
う
わ
さ
の
ペ
ー
ジ
」
が

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

全
般
は
、
い
ま
だ
20
歳
代
が
メ
イ
ン
に

活
用
し
て
い
る
媒
体
と
思
っ
て
い
た
が
、

40
歳
代
、
50
歳
代
も
か
な
り
活
用
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
、
時
代
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
今
後

は
当
社
も
さ
ら
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活

用
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
う
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
今
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
当
り
前

に
な
っ
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
に
あ
ま

り
詳
し
く
な
い
私
に
と
っ
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
多
く
の
情
報
が
入
っ
て
い
る

と
、
取
り
残
さ
れ
る
気
が
し
て
な
り
ま

せ
ん
。
企
業
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
と
ら

わ
れ
す
ぎ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
の
「
う
わ
さ
」
に
関
す
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
信
憑
性
が
低
い
と
結

論
付
け
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
自

分
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
書
か
れ

て
い
た
ら
、
信
じ
て
し
ま
う
と
い
う
の
が

人
間
の
心
理
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
企

業
と
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
、
あ
ま
り
よ
く

な
い
対
応
を
受
け
た
…
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
場
合
、
人
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
う

わ
さ
」
を
み
て
、「
や
っ
ぱ
り
、
あ
の
会

社
な
ら
そ
う
い
う
こ
と
を
し
か
ね
な
い
」

「
こ
ん
な
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
書
い
て
あ
る
か
ら
、
や

は
り
悪
徳
商
法
な
の
だ
」
等
々
、
多
少
の

飛
躍
を
含
ん
で
記
述
を
1
0
0
％
信
じ
て

し
ま
う
よ
う
に
思
い
ま
す
。
行
政
相
談
員

を
し
て
い
ま
す
が
、
相
談
現
場
で
そ
の
よ

う
な
状
況
に
接
し
た
こ
と
が
何
度
か
あ
り

ま
す
。
食
品
表
示
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
と
実
際
の
行
動
に
は
乖
離

か
い
り

が
あ
る

も
の
で
す
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
商
品
の
購
入
を
考
え
る
時
、
企
業
の

商
品
紹
介
で
は
マ
イ
ナ
ス
の
部
分
が
分

か
ら
な
い
の
で
、
他
の
購
入
者
の
意
見

を
調
べ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
企
業
そ

の
も
の
の
「
告
発
」
を
見
た
い
と
思
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
「
告
発
」
、

「
う
わ
さ
」
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
月

一
回
以
上
見
る
方
が
約
半
数
に
上
る
と

い
う
の
に
は
、
ち
ょ
っ
と
驚
い
た
。
習

慣
的
に
見
る
方
た
ち
は
、
そ
の
情
報
を

ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
に
対
す
る

期
待
が
大
き
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

「
企
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
用

実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
つ
い
て

あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
結

構
見
て
い
る
の
で
す
ね
。
そ
こ
ま
で
見

る
余
裕
が
な
い
の
で
す
が
、
一
度
見
た

い
も
の
で
す
。

（
40
歳
代
・
男
性
）

●
企
業
が
開
設
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
利
用
率
が
、
90
％
以
上
（
50
歳
代

で
も
）
と
い
う
の
に
驚
い
て
い
ま
す
。

私
も
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

利
用
し
て
い
な
い
6
％
で
す
。
時
代
は

ど
ん
ど
ん
前
進
し
て
い
る
の
だ
な
と
感

心
す
る
ば
か
り
で
す
。
取
り
残
さ
れ
て

い
る
感
じ
で
す
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
用
率
が
、
一
番

低
い
60
歳
代
で
も
83
・
3
％
だ
と
い
う
の

に
は
驚
き
ま
し
た
。
60
歳
代
な
ら
、
企

業
か
ら
リ
タ
イ
ヤ
し
て
い
る
人
が
多
い

は
ず
。
社
会
広
聴
会
員
は
そ
れ
だ
け
I

T
の
先
進
的
な
方
が
多
い
の
で
す
ね
。

（
50
歳
代
・
男
性
）

●
情
報
を
入
手
す
る
媒
体
が
変
わ
っ
て

き
た
の
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
娘
夫
婦

も
孫
た
ち
も
、
新
聞
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
方
が
情
報
が
早
く
入
っ
て
く
る

の
で
、
新
聞
の
必
要
性
を
感
じ
な
い
と

言
っ
て
い
ま
す
。
前
世
代
の
私
に
は
少

し
ば
か
り
抵
抗
が
あ
り
ま
す
が
…
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

●
若
い
世
代
（
あ
る
い
は
現
役
世
代
？
）

ほ
ど
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
い
こ
な
し
、

企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
目
的
に
合
わ

せ
て
、
上
手
に
利
用
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
た
。
私
も
現
役
時
代
「
告
発
」、

「
う
わ
さ
」
の
類
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
悩

ま
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
が
、
今
回
の
回

答
者
は
さ
す
が
に
良
識
の
あ
る
人
た
ち

が
多
い
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

●
商
品
を
買
う
前
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
調
べ
て
か
ら
購
入
し
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
、
ど
こ
が
一
番
安

い
か
、
ど
こ
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
が

良
い
か
、
自
分
が
納
得
す
る
ま
で
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中

で
、
一
般
モ
ニ
タ
ー
が
参
加
で
き
る
も

の
が
あ
れ
ば
面
白
い
と
思
っ
た
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
生
活
の
一
部
と
し
て
、
な
か
な
か
パ

ソ
コ
ン
や
I
T
を
使
い
こ
な
し
て
い
る

と
実
感
で
き
な
い
私
。
特
に
教
え
て
い

な
い
の
に
、
パ
ソ
コ
ン
で
子
供
用
サ
イ

ト
に
書
き
込
み
を
し
て
い
る
小
3
の
娘

を
見
て
い
る
と
、
企
業
の
広
報
も
今
後

ま
す
ま
す
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

行
っ
て
い
く
の
が
普
通
に
な
る
の
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
I
T
化
に
取
り
残
さ

れ
る
消
費
者
に
対
し
て
、
企
業
と
の
パ

イ
プ
も
確
保
し
続
け
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
消
費
者
が
思
い
つ
い
た
時
、
能
動
的

に
企
業
の
情
報
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
。
メ
ー
ル

に
よ
っ
て
担
当
者
か
ら
直
接
返
事
が
得

ら
れ
る
こ
と
は
、
一
方
的
な
情
報
の
受

け
取
り
で
は
な
く
、
気
軽
に
企
業
に
つ

な
が
る
実
感
が
持
て
る
の
で
、
意
味
は

大
き
い
と
思
う
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
I
T
を
企
業
の
宣
伝
広
報
の
媒
体
と

し
て
利
用
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
社
員

の
連
帯
感
を
高
め
る
た
め
に
使
う
こ
と

に
よ
り
、
企
業
の
和
が
広
が
る
と
思
い

ま
す
。
数
年
前
、
息
子
の
勤
務
先
の
社

長
か
ら
資
格
試
験
合
格
の
お
祝
い
メ
ー

ル
が
届
い
た
と
き
は
、
社
長
の
個
々
の

社
員
へ
の
気
配
り
が
感
じ
ら
れ
、
本
人

ば
か
り
で
な
く
、
家
族
も
企
業
へ
の
信

頼
感
が
強
ま
り
ま
し
た
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
い
ず
れ
の
企
業
も
I
T
広
報
の
重
要

性
を
理
解
し
て
い
る
も
の
の
、
タ
ー
ゲ

ッ
ト
の
絞
り
方
、
情
報
発
信
の
中
身
の

濃
さ
な
ど
、
具
体
的
な
戦
術
に
苦
労
し

て
い
る
よ
う
だ
。
経
営
戦
略
を
分
か
り

や
す
く
発
信
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
進

化
を
期
待
し
た
い
。
（
60
歳
代
・
男
性
）

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
源
と
し
て
の

位
置
付
け
が
、
30
〜
40
歳
代
と
50
〜
60

歳
代
と
で
は
逆
に
な
っ
て
い
て
面
白
い
。

私
も
60
歳
代
で
す
が
、
主
要
な
情
報
源

と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

●
I
T
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
企
業

の
広
報
が
単
な
る
情
報
の
発
信
だ
け
で

な
く
、
生
活
者
か
ら
情
報
も
取
り
込
め

る
と
い
う
双
方
向
性
を
持
ち
始
め
ま
し

た
。
今
後
は
、
端
末
環
境
の
違
い
に
配

慮
し
た
情
報
発
信
に
期
待
し
た
い
で
す
。

（
70
歳
代
・
男
性
）

●
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
は
、
興
味

の
幅
を
広
げ
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
良

い
こ
と
だ
と
思
う
。
そ
こ
か
ら
自
分
の

力
で
学
び
と
っ
た
り
、
体
験
で
き
る
よ

う
に
す
る
働
き
か
け
が
必
要
だ
と
思
っ

た
。「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
で
、
情

報
を
拾
う
だ
け
で
、
知
識
と
し
て
身
に

座
談
会
「
I
T
が
変
え
る
企
業

の
広
報
」
に
つ
い
て

「
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
で
社
会
が

分
か
る
」
に
つ
い
て
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つ
い
た
よ
う
な
錯
覚
を
お
こ
す
よ
う
な

こ
と
な
く
、
五
感
を
フ
ル
に
活
用
し
て
、

子
供
自
身
の
一
生
の
財
産
に
な
る
よ
う
、

大
人
が
誘
導
で
き
れ
ば
と
思
う
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
は
、
子
供
が
ゲ
ー

ム
で
利
用
す
る
程
度
の
も
の
だ
と
思
っ

て
い
た
が
、
紹
介
さ
れ
た
も
の
を
見
て
、

そ
の
多
様
性
に
驚
い
た
。
も
っ
と
利
用

し
な
け
れ
ば
と
思
う
。
子
供
た
ち
の
I

T
と
の
つ
な
が
り
が
、
今
後
も
っ
と
深

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
企
業
が

子
供
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
の
も
う
な

ず
け
る
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
「
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て
い

る
企
業
に
は
、
子
供
を
持
つ
親
と
し
て

素
直
に
良
い
印
象
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
。
収
益
に
つ
な
が
る
も
の
で
な
く
、

「
利
用
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
」
か
ら
見
て
も
、

ニ
ー
ズ
の
高
い
テ
ー
マ
で
は
な
い
け
れ

ど
も
、
企
業
に
期
待
し
た
い
項
目
で
あ

る
。

（
30
歳
代
・
男
性
）

●
子
供
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
く
こ

と
は
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
で
必
要
な
こ
と

で
は
あ
る
が
、
今
や
小
学
生
か
ら
P
C

を
フ
ル
に
使
う
時
代
に
な
っ
て
き
た
の

で
、
今
後
は
「
こ
ど
も
」
と
い
う
言
葉

で
一
括
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
小
学

生
向
け
、
そ
れ
も
低
学
年
向
け
と
か
、

高
学
年
向
け
と
か
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
細

分
化
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

（
40
歳
代
・
男
性
）

●
今
は
い
と
も
簡
単
に
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
そ
の
過
程
と
か
労
力

を
知
ら
な
い
で
育
つ
の
も
ど
う
か
と
思

う
。
わ
が
子
も
漢
字
を
辞
書
で
な
く
、

携
帯
電
話
で
調
べ
、
旅
行
先
の
地
図
も

本
屋
で
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
で
入
手
し
て

い
る
。
ど
ち
ら
が
良
い
の
か
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
特
に
小
中
学
校
に
導
入
さ
れ
た
「
総

合
的
な
学
習
」
に
対
応
し
た
も
の
が
面

白
か
っ
た
。
確
か
に
こ
こ
は
同
じ
キ
ッ

ズ
コ
ー
ナ
ー
で
も
、
力
が
入
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
若
年
層
向
け
の
広
報

に
は
、
ピ
ッ
タ
リ
と
い
う
感
じ
が
す
る
。

同
時
に
、
い
ま
ど
き
の
子
供
に
は
気
軽

に
学
べ
る
多
様
な
手
段
が
あ
っ
て
、
楽

し
そ
う
だ
。

（
50
歳
代
・
男
性
）

●
パ
ソ
コ
ン
を
手
に
し
た
も
の
の
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
が
い
ま
だ
不
慣
れ

で
す
。
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
の
存
在
を
知

り
、
そ
の
有
用
性
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
孫
た
ち
に
も
紹
介
し
た
い
ば

か
り
か
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
企
業
を

理
解
す
る
上
で
大
い
に
活
用
し
た
い
も

の
で
す
。

（
70
歳
代
・
男
性
）

●
世
界
に
誇
れ
る
土
木
技
術
が
日
本
に

あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
と
て

も
頼
も
し
く
思
え
た
。
共
同
事
業
体
な

ど
で
、
お
互
い
の
情
報
・
技
術
を
提
供

し
あ
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
こ
か
ら

更
な
る
発
展
の
方
向
性
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
建
設
現
場
の
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
興
味
を
持
っ
た
。
土
木
工
事
と
い
う

と
、「
廃
棄
物
が
大
量
に
発
生
す
る
」
も

の
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
リ
サ
イ
ク
ル

も
で
き
る
の
で
す
ね
。
企
業
の
努
力
は

大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
努
力
は

い
つ
か
評
価
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
行

政
、
生
活
者
と
も
に
、
環
境
に
配
慮
し

た
会
社
を
選
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
大
学
時
代
に
横
浜
に
い
た
の
で
、
鶴

見
川
に
は
馴
染
み
が
あ
る
。
し
か
し
、

当
時
は
台
風
に
よ
る
浸
水
被
害
な
ど
は

な
か
っ
た
た
め
、
過
去
に
被
害
が
あ
っ

た
こ
と
も
、
そ
れ
に
対
応
し
て
河
道
の

拡
幅
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
全

く
知
ら
な
か
っ
た
。
都
市
化
が
進
ん
で
、

浸
水
被
害
が
生
じ
や
す
く
な
っ
て
い
る

の
は
、
横
浜
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

東
海
地
方
も
3
年
前
に
ひ
ど
い
被
害
が

出
た
。
治
水
工
事
の
必
要
性
は
よ
く
分

か
る
が
、
地
震
大
国
の
日
本
で
こ
の
よ

う
な
箱
型
地
下
遊
水
地
で
の
対
応
が
最

適
な
の
か
ど
う
か
、
や
は
り
不
安
が
残

る
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
遊
水
地
の
設
置
で
す
が
、
な
い
よ
り

は
あ
っ
た
方
が
良
い
の
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
こ
こ
ま
で
の
コ
ス
ト
を
か
け
る

な
ら
、
別
の
治
水
方
法
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

（
40
歳
代
・
男
性
）

●
牧
歌
的
な
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ヒ
ル
ズ
で

す
が
、
寒
冷
地
で
の
家
作
り
や
維
持
管

理
な
ど
大
変
さ
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

不
便
さ
に
対
す
る
質
問
に
対
し
て
、
会

社
の
方
が
「
あ
れ
も
こ
れ
も
で
は
な
く
、

こ
れ
が
大
切
だ
と
い
う
生
活
の
選
択
も

一
つ
の
考
え
だ
と
思
い
ま
す
」
と
回
答

さ
れ
て
い
る
の
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

●
清
水
建
設
の
浸
水
被
害
に
対
応
す
る

遊
水
地
建
設
は
興
味
深
か
っ
た
。
読
み

進
む
う
ち
に
、
な
ぜ
「
地
」
が
「
池
」

で
な
い
の
か
の
説
明
が
あ
り
、
ま
す
ま

「
企
業
と
生
活
者
懇
談
会
」
に

つ
い
て

す
面
白
く
な
っ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ヒ

ル
ズ
は
、
ぜ
ひ
と
も
カ
ラ
ー
刷
り
で
見

た
い
ペ
ー
ジ
だ
っ
た
。
屋
根
や
外
壁
の

色
が
規
制
さ
れ
る
こ
と
で
、
街
全
体
が

個
性
を
保
ち
な
が
ら
も
、
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
の
妙
を
奏
で
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
が
再
び
信
頼
を
と
り
戻
す
こ
と

は
大
変
で
し
ょ
う
が
、
切
り
捨
て
る
こ

と
ば
か
り
で
は
な
く
、
再
出
発
を
望
ん

で
い
る
人
も
い
る
こ
と
を
、
今
ま
で
よ

り
も
強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
社
員
を
大
切
に
す
る
企
業
が
、
エ
ン

ド
ユ
ー
ザ
ー
を
大
切
に
す
る
と
い
う
意

見
、
私
も
賛
成
で
す
。
昨
今
の
状
況
を

見
る
と
、
不
景
気
を
理
由
に
、
業
績
の

良
い
会
社
も
リ
ス
ト
ラ
を
や
っ
て
い
ま

す
。
人
を
切
り
捨
て
る
発
想
の
企
業
に
、

成
長
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

（
30
歳
代
・
男
性
）

●
自
分
の
意
見
だ
と
思
っ
て
い
た
の
が
、

多
く
の
生
の
声
に
触
れ
て
み
て
、
メ
デ

ィ
ア
の
意
見
を
代
弁
し
て
い
る
だ
け
で

は
な
い
か
と
反
省
し
た
。
企
業
に
あ
れ

こ
れ
言
う
前
に
、
自
立
し
た
消
費
者
、

生
活
者
と
し
て
、
物
事
を
き
ち
ん
と
見

て
い
る
か
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
の
中
に
い
る
と
気
付
か
な
い
、

ユ
ー
ザ
ー
の
方
々
か
ら
の
率
直
な
感
想

が
多
く
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
す
。
本

誌
は
企
業
を
ビ
ジ
ネ
ス
（
収
益
）
の
視

点
で
は
な
く
、
社
会
や
市
民
と
の
関
わ

り
か
ら
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
、
発
想

の
ヒ
ン
ト
に
な
り
そ
う
で
す
。

（
40
歳
代
・
男
性
）

●
自
分
で
提
言
し
た
文
章
は
い
つ
ま
で

も
覚
え
て
い
る
も
の
。
年
代
別
、
性
別

の
列
記
で
す
が
、
会
員
の
真
面
目
な
意

見
と
と
も
に
、「
私
の
声
」
に
も
出
会
え

た
時
の
喜
び
。
こ
れ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
の
も
、『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
』

に
参
加
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。

（
70
歳
代
・
女
性
）

●
論
談
倶
楽
部
の
感
想
を
読
ん
で
、
雪

印
を
応
援
し
て
い
る
人
が
多
い
の
を
知

り
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
二
度
と
あ
の
よ

う
な
事
件
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
が
ん
ば

っ
て
い
る
と
思
い
、
私
も
応
援
し
て
い

ま
す
。

（
70
歳
代
・
男
性
）

●
何
と
な
く
物
を
買
い
、
都
市
に
住
み

「
こ
ん
な
も
の
だ
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
を
初
め

て
読
ん
で
み
て
、「
自
分
は
何
も
考
え
て

い
な
か
っ
た
の
か
」
と
思
い
ま
し
た
。

物
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
企
業
の
こ
と

を
も
っ
と
知
れ
ば
、
き
っ
と
企
業
も
さ

ら
に
い
い
物
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
30
歳
代
・
女
性
）

●
こ
の
た
び
、
会
員
に
な
り
ま
し
た
。

普
段
の
生
活
の
中
で
、
企
業
を
は
じ
め

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
対
し
て
、
意
見
し

た
い
と
感
じ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
一
人
の
小
さ
な
意
見
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
社
会
に
何
か
お
役
に
立
て

る
意
見
を
出
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
社
会
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を

持
ち
た
く
て
、
社
会
広
聴
会
員
を
続
け

て
い
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
ち
ゃ
ん
と
対
応
で

き
て
い
る
年
配
の
方
々
の
存
在
に
、
ま

だ
ま
だ
努
力
が
足
り
な
い
と
、
反
省
い

た
し
ま
し
た
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
地
方
都
市
で
の
日
常
生
活
で
は
、
こ

れ
ま
で
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
の
情
報

し
か
入
手
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
よ
う
に
な

っ
て
、
急
速
に
情
報
量
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
特
に
社
会
広
聴
活
動
を
通
じ
て
、

企
業
や
商
品
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
勢
の
み
な
さ
ん

が
I
T
に
関
心
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

刺
激
に
な
り
ま
し
た
。（
50
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
訪
問
先
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
が

も
っ
と
増
え
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

例
え
ば
、
い
ま
問
題
と
な
っ
て
い
る
銀

行
や
証
券
会
社
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
の
生
活
密
着
企
業
も
選
ん
で
も

良
い
と
思
う
。
製
造
業
や
建
設
業
が
多

い
よ
う
な
気
が
す
る
。（
60
歳
代
・
男
性
）

●
で
き
る
だ
け
広
く
活
動
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
が
、
実
際
問
題
と
し
て
は
な

か
な
か
大
変
な
事
で
も
あ
る
。
広
聴
活

動
は
”口
コ
ミ
“
が
非
常
に
有
効
で
あ
り

効
果
的
な
の
で
”
口
伝
“
を
期
待
し
た

い
。

（
70
歳
代
・
男
性
）

「
ご
意
見
・
ご
感
想
」
に
つ
い
て

「
社
会
広
聴
活
動
」
に
対
す
る

ご
意
見
・
ご
感
想
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立田　邦夫
今年度の企業と生活者懇談会は、複数のテーマを設けていますので、内容がバラエティーに富んでいます。「生活に身
近な企業を考える」というテーマで訪問した「林原」はその商品が、医薬品や食品原料の中に目立たないかたちで入っ
ているので、社名そのものはあまりなじみがないかもしれません。しかし、今回のレポートをお読みいただければ、改
めてその今日的重要性がお分かりいただけるものと思います。また、キヤノンのレポートにあるように、世界的に知ら
れるその社名が、発足当時の「観音カメラ」に由来しているなど、意外なエピソードも知ることができました。

山田　俊彦
最近読んだ記事にこんな言葉がありました。「1年の計は穀を植うるにあり、10年の計ごとは木を植うるにあり、100年
の計りごとは人を得るにあり」。人材を育てるには時間が大変かかるという意味だそうです。
昨今の子供をめぐる事件を見ていると、教育はいったいどうなってしまったのかと不安になります。「親から子へ、子
からまたその子へ」教育は、DNAのように連綿と続くものだと考えます。100年後の日本がしっかりとした国であるた
めにも、対症療法でなく、教育のあり方を根底から考え直す必要があると考えます。

岡本　清美
今回のアンケートと論談倶楽部のテーマは「教育」でした。私も2児の母、日々の生活の中で昔と今の環境の違いをいろ
いろ感じ、子供の教育の難しさに頭を悩ませています。
子供は未来の宝、家庭・学校・地域社会等が協力し合って、子供が伸び伸びと生活できる環境を作っていくことができ
たらいいですね。

田中　明子
改正リサイクル法に合わせるかのように、パソコンが壊れ、結局、施行前に粗大ゴミとして、自治体に回収してもらい
ました。購入時に徴収するシステムで、不法投棄が少しでも減ればよいのですが、その考えは甘いのかもしれません。
今後、リサイクル法の対象が拡大し、最終的には全ての消費財がリサイクルの対象となると思われます。今まで安易に
使い捨てにしていた行動を、見直さなければならない時期に来ているといえます。

事 務 局 便 り

はかりごと

経済広報センターは、産業界について広く一般にご理解いただくため、インターネット上に情報サイト『産業デ
ータプラザ』と『環境情報プラザ』を開設、運営しています。このサイトへは経済広報センターのホームページ
からアクセスできます（トップページの左下にサイト表示があります）。
２つのプラザをさらに親しみやすく、役立つサイトにするため、利用者の声をお聞きするアンケートを実施中で
すので、皆様のご協力をお願いします。アンケートにご協力していただいた方には、もれなく両サイトのキャラ
クターを使った特製壁紙＆スクリーンセーバーを全員へプレゼント（ダウンロード配布）いたします。さらに抽
選で２つのプラザごとに毎月50名の方に500円分の図書券をお送りいたしますので、ご協力をお願いいたしま
す（当選は発送をもって代えさせていただきます）。

●産業データプラザ　http：//sangyo.kkc.or.jp/ とは…
日本の産業に関わる様々なデータを分野別、種類別に検索できるとても便利なサイトです。また、グラフの自動作成機能もあ
り、データを自由に加工することができます。
バーチャルスペース“プチてくタウン”ではオリジナルアニメーションや産業界から提供されるストリーミング・ムービーで、
産業を楽しく知ることができます。

●環境情報プラザ　http：//kankyo.kkc.or.jp/ とは…
企業や団体など産業界の環境問題に対する取り組みを、お伝えするサイトです。インターネット上に公開されている企業の環
境情報は膨大な量になりますが、環境情報プラザでは、そうした情報を“リサイクル”“環境報告書”といったキーワードを産
業ごとに分類しており、目指す業界や各企業のホームページへ簡単にアクセスできます。

プレゼント実施中　スクリーンセーバー（全員）と図書券500円分（毎月抽選）

産業の今と明日が見える―『産業データプラザ』『環境情産業の今と明日が見える―『産業データプラザ』『環境情報プラザ』へアクセスしてみて報プラザ』へアクセスしてみて下さい！下さい！ 産業の今と明日が見える―『産業データプラザ』『環境情報プラザ』へアクセスしてみて下さい！ 
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表紙のことば
安全神話が崩壊したと言われる我が国にあっては、昨今、人間とは思えな
い考え方や行動によるおぞましい事件が毎日のように頻発しています。こ
うした事件を回避するためには、細心の注意を払って日々生活するしかあ
りません。絵のような家族ののどかな風景も危険性の観点から、いずれ見
られなくなってしまうのでしょうか。「人間は教育によって初めて人間にな
る」と哲学者カントも言っているように、社会のルールや人間らしい思い
やり、責任感など、高度成長時代におざなりになっていた「真の教育」が、
今こそ問われているのではないでしょうか。


	表紙
	アンケート分析　社会広聴会員アンケート「教育に関するアンケート」集計結果
	識者と語る論談倶楽部「子供の育ちの環境をめぐって」
	企業と生活者懇談会
	『ネットワーク通信』を読んで
	事務局便り
	裏表紙



